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研
究
ノ
ー
ト

凡
例

・ 

書
名
お
よ
び
作
品
名
、
引
用
し
た
原
文
は
正
字
体
（
旧
字
体
）
に

て
表
記
し
、
書
き
下
し
や
現
代
語
訳
、
本
文
は
常
用
字
に
て
表

記
し
た
。
ま
た
、
書
き
下
し
で
は
現
代
仮
名
遣
い
を
用
い
て
い
る
。

・ 

作
品
名
で
あ
り
登
場
人
物
名
で
も
あ
る
圓
觀
（
円
観
）
お
よ
び

圓
澤
（
円
沢
）
は
、
統
一
し
て
正
字
体
を
用
い
て
い
る
。
作
品

を
指
す
場
合
は
「
圓
觀
」
ま
た
は
「
圓
澤
」
と
、
人
物
を
指
す

場
合
は
圓
觀
ま
た
は
圓
澤
と
表
記
し
た
。

は
じ
め
に

「
圓え
ん
か
ん觀

」
は
、
晩
唐
の
袁え

ん
こ
う郊

撰
『
甘か

ん
た
く
よ
う

澤
謠
』
に
収
載
さ
れ
る
唐
代

伝
奇
の
一
つ
で
あ
る（
１
）。

そ
の
大
筋
は
次
の
通
り
で
あ
る
―
―
唐
の

時
代
、
李
源
は
安
史
の
乱
で
父
が
殺
害
さ
れ
た
こ
と
を
契
機
に
、

洛
陽
の
恵
林
寺
に
隠
棲
し
て
い
た
。
あ
る
日
、
無
二
の
友
で
あ
る

同
寺
の
僧
侶
圓
觀
と
旅
に
出
た
と
こ
ろ
、
旅
先
で
三
年
間
妊
娠
し

た
ま
ま
の
女
性
を
見
か
け
る
。
す
る
と
圓
觀
は
、
彼
女
の
腹
の
中

に
い
る
胎
児
が
来
世
の
自
分
で
あ
る
と
告
白
し
、
李
源
に
後
事
を

託
し
て
死
去
す
る
。
李
源
は
圓
觀
の
死
後
に
誕
生
し
た
赤
子
を
見

に
行
き
、
そ
の
反
応
か
ら
赤
子
が
本
当
に
圓
觀
そ
の
人
だ
と
確
認

し
た
。
十
数
年
後
、
李
源
は
圓
觀
と
約
束
し
た
杭
州
の
天
竺
寺
を

訪
ね
る
と
、
牧
童
と
な
っ
た
転
生
後
の
圓
觀
と
再
会
を
果
た
し
た

の
だ
っ
た
。

「
圓
觀
」
は
早
く
か
ら
人
々
に
知
ら
れ
た
作
品
で
、
特
に
作
中

の
詩
に
見
え
る
「
三
生
石
」
と
い
う
語
句
は
、
同
時
代
の
詩
人
に

よ
っ
て
典
故
と
さ
れ
て
い
た（
２
）。

そ
し
て
宋
代
以
降
、「
圓
觀
」
は

様
々
な
文
献
に
採
録
さ
れ
て
い
く
。
そ
の
中
で
も
注
目
す
べ
き
文

『
甘
澤
謠
』「
圓
觀
」

お
よ
び
蘇
軾
「
僧
圓
澤
傳
」
訳
注

加
納　

留
美
子
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献
と
し
て
、
五
代
宋
初
の
僧
侶
・
賛さ
ん

寧ね
い

（
九
一
九
―
一
〇
〇
一
）

が
撰
し
た
『
宋
高
僧
傳
』（
端
拱
元
年
〔
九
八
八
〕
完
成
）
収
載
の

「
唐
洛
京
慧
林
寺
圓
觀
傳
」、
そ
し
て
北
宋
の
士
大
夫
・
蘇そ

軾し
ょ
く

（
一
〇
三
七
―
一
一
〇
一
）
が
撰
し
た
「
僧そ

う
え
ん
た
く
で
ん

圓
澤
傳
」（
制
作
年
は
後
述
）

が
挙
げ
ら
れ
る
。
両
者
は
原
作
「
圓
觀
」
を
そ
の
ま
ま
採
録
し
た

訳
で
は
な
く
、
随
意
に
加
筆
刪
削
し
た
箇
所
が
少
な
く
な
い
。

『
宋
高
僧
傳
』
は
唐
か
ら
宋
に
か
け
て
の
高
徳
の
僧
侶
た
ち
の

伝
記
を
網
羅
的
に
記
し
た
も
の
で
、「
圓
觀
」
を
採
録
し
た
の
も
、

僧
侶
を
題
材
に
し
た
伝
奇
だ
か
ら
こ
そ
の
こ
と
と
理
解
で
き
る（
３
）。

し
か
し
蘇
軾
の
場
合
、
唐
代
伝
奇
を
題
材
に
選
び
、
更
に
意
図
的

な
ア
レ
ン
ジ
を
加
え
た
作
品
は
、
唯
一
「
圓
澤
」
が
確
認
で
き
る

だ
け
で
あ
る
。

蘇
軾
が
「
圓
澤
」
に
て
ど
の
よ
う
な
ア
レ
ン
ジ
を
加
え
た
の
か
、

そ
の
結
果
原
作
「
圓
觀
」
と
の
間
に
ど
の
よ
う
な
相
違
点
が
生
じ

て
い
る
か
と
い
っ
た
問
題
に
つ
い
て
は
、
既
に
別
稿
に
て
論
じ
て

い
る（
４
）。

し
か
し
な
が
ら
紙
幅
の
関
係
で
、
先
の
論
考
で
は
「
圓
觀
」

お
よ
び
「
圓
澤
」
の
原
文
と
そ
の
概
要
を
紹
介
す
る
に
留
ま
り
、

書
き
下
し
や
細
か
な
語
釈
は
載
せ
ら
れ
ず
に
い
た
。
本
論
は
二
作

品
の
訳
注
を
行
う
こ
と
で
別
稿
の
不
備
を
補
っ
た
も
の
で
、
併
せ

て
今
後
筆
者
が
関
連
研
究
を
進
め
る
上
で
の
基
礎
と
す
る
も
の
で

あ
る
。

１
．「
圓
觀
」
お
よ
び
関
連
作
に
つ
い
て

１
-
１
．『
甘
澤
謠
』
と
撰
者
袁
郊
に
つ
い
て

訳
注
に
入
る
前
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
者
お
よ
び
作
品
の
基
本
情

報
を
説
明
し
て
お
く
。

唐
代
伝
奇
『
甘か
ん
た
く
よ
う

澤
謠
』
の
撰
者
袁え
ん
こ
う郊
は
、
晩
唐
の
人
で
字あ
ざ
なは
之し

乾か
ん

（
一
に
之
儀
）。『
新
唐
書
』
巻
一
五
一
袁
滋
伝
や
、
同
巻
七
四
宰

相
生
系
表
四
下
袁
氏
に
そ
の
名
が
見
え
る（
５
）。

史
書
の
記
述
に
よ
れ

ば
、
父
の
袁
滋
は
憲
宗
（
在
位
八
〇
五
―
八
二
〇
）
の
時
代
に
宰
相
を

務
め
た
人
物
で
、
袁
郊
本
人
も
官
職
を
歴
任
し
た
こ
と
が
分
か
る
。

ま
た
北
宋
の
計
有
功
『
唐
詩
紀
事
』
巻
六
五
「
袁
郊
」
で
は
、
咸か
ん

通つ
う

年
間
（
八
六
〇
―
八
七
三
）
に
祠
部
郎
中
、
昭
宗
の
治
世
（
八
八
八
―

九
〇
四
）
に
翰
林
學
士
を
務
め
、
さ
ら
に
晩
唐
を
代
表
す
る
詩
人

温お
ん
て
い
い
ん

庭
筠
と
も
詩
を
唱
和
し
た
と
説
明
さ
れ（
６
）、

能
吏
に
し
て
詩
人
と

し
て
の
才
も
あ
っ
た
こ
と
が
知
れ
る
。

『
甘
澤
謠
』
の
名
は
、
各
種
文
献
に
記
載
さ
れ
た
。『
新
唐
書
』

巻
五
九
小
説
家
類
に
「
袁
郊
甘
澤
謠
一
卷
」
と
あ
る
の
を
は
じ
め
、

南
宋
・
晁
公
武
『
郡
齋
讀
書
志
』
巻
一
三
に
「
唐
袁
郊
撰
。
譎
異

の
事
九
章
を
載
す
。
咸
通
中
、
久
雨
臥
疾
に
著
す
所
な
り
て
、
故

に
『
甘
澤
謠
』
と
曰い

う
（
唐
袁
郊
撰
。
載
譎
異
事
九
章
。
咸
通
中
、
久

雨
臥
疾
所
著
、
故
曰
『
甘
澤
謠
』）」、
更
に
南
宋
・
陳
振
孫
『
直
齋
書
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錄
解
題
』
巻
一
一
に
「
唐
刑
部
郎
中
袁
郊
撰
。
記
す
る
所
凡
そ
九

条
。
咸
通
戊
子
自
序
あ
り
、
其
の
春
雨
沢
応
、
故
に
甘
沢
謡
を
成

す
の
語
有
る
を
以
て
、
遂
に
以
て
其
の
書
に
名
づ
く
（
唐
刑
部
郎

中
袁
郊
撰
。
所
記
凡
九
條
。
咸
通
戊
子
自
序
、
以
其
春
雨
澤
應
、
故
有
甘
澤

成
謠
之
語
、
遂
以
名
其
書
）」
と
あ
る
。
興
味
深
い
こ
と
に
、
後
者
の

二
文
献
で
は
『
甘
澤
謠
』
と
い
う
書
名
に
も
言
及
し
て
い
る
。
い

ず
れ
も
降
雨
に
因
ん
だ
書
名
と
す
る
が
、『
郡
齋
讀
書
志
』
は
咸

通
九
年
（
八
六
八
）
長
雨
に
病
臥
し
た
折
に
編
ん
だ
故
に
、
ま
た

『
直
齋
書
錄
解
題
』
は
「
春
雨
澤
應
」
と
い
う
語
を
承
け
て
、
と

異
な
る
由
来
を
説
い
て
い
る
。

『
甘
澤
謠
』
の
原
本
は
既
に
失
わ
れ
て
久
し
い
が
、
そ
の
記
述

は
種
々
の
類
書
や
詩
話
・
筆
記
等
に
採
録
さ
れ
て
き
た（
７
）。

早
期
の

例
で
は
、
北
宋
初
期
の
類
書
『
太
平
廣
記
』
に
『
甘
澤
謠
』
か
ら

引
用
し
た
「
圓
觀
」
を
含
む
八
作
品
が
載
る（
８
）。

こ
れ
で
は
『
郡
齋

讀
書
志
』
や
『
直
齋
書
錄
解
題
』
の
説
明
す
る
「
九
章
（
九
條
）」

に
対
し
て
一
作
足
り
な
い
こ
と
に
な
る
が
、
現
代
の
研
究
者
は

『
太
平
廣
記
』
巻
一
九
四
に
載
る
「
聶
隱
娘
」（『
太
平
廣
記
』
で
は
『
傳

奇
』
を
出
典
と
す
る
）
を
含
め
る
こ
と
で
全
九
作
と
な
る
、
と
説
明

す
る（
９
）。

こ
の
他
、
冒
頭
に
挙
げ
た
北
宋
・
賛
寧
『
宋
高
僧
傳
』
に
は

『
甘
澤
謠
』
に
取
材
し
た
二
条
が
載
り
、
北
宋
・
曽
慥
『
類
説
』

巻
三
六
な
ら
び
に
北
宋
・
朱
勝
非
『
紺
珠
集
』
巻
一
一
に
は
六
条

が
抄
録
さ
れ
る
。
い
ず
れ
の
文
献
も
、
等
し
く
「
圓
觀
」
を
採
録

し
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
た
い
。
加
え
て
、「
圓
觀
」
だ
け
を
採

録
し
た
文
献
に
は
、
北
宋
・
釋
恵
洪
『
冷
齋
夜
話
』、
南
宋
・
胡

仔
『

溪
漁
隱
叢
話
』、
南
宋
末
・
陳
元
靚
『
歳
時
廣
記
』
が
挙

げ
ら
れ
る
。

や
が
て
明
代
に
至
る
と
、『
太
平
廣
記
』
を
基
に
再
編
さ
れ
た

『
甘
澤
謠
』
一
書
が
編
ま
れ
た
。
そ
ち
ら
は
、
明
・
毛
晉
『
津
逮

秘
書
』
や
清
・
張
海
鵬
『
學
津
討
原
』
等
の
叢
書
に
収
め
ら
れ
て

い
る（

10
）。

１
-
２
．
蘇
軾
「
僧
圓
澤
傳
」
に
つ
い
て

続
い
て
、
唐
代
伝
奇
「
圓
觀
」
を
改
作
し
た
北
宋
の
蘇
軾
に
つ

い
て
も
確
認
し
て
お
く
。

蘇
軾
（
一
〇
三
七
―
一
一
〇
一
）、
字あ
ざ
な

は
子し

瞻せ
ん

、
号
は
東
坡
居
士
。

眉
州
眉
山
〔
現
在
の
四
川
省
眉
山
〕
の
人
。
晩
唐
を
生
き
た
袁
郊
に

遅
れ
る
こ
と
約
二
百
年
、
北
宋
中
期
に
活
躍
し
た
士
大
夫
〔
知
識

人
〕
で
あ
る
。
若
く
し
て
科
挙
に
及
第
す
る
が
、
官
途
に
お
い
て

は
所
謂
新
法
・
旧
法
両
派
の
政
治
的
対
立
に
翻
弄
さ
れ
、
栄
達
を

遂
げ
る
一
方
で
三
度
の
左
遷
を
経
験
す
る
と
い
う
波
乱
に
満
ち
た

人
生
を
辿
っ
た（

11
）。
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古
来
中
国
に
あ
っ
て
、
科
挙
に
及
第
し
て
官
僚
に
な
る
こ
と
と

は
、
政
治
的
才
覚
に
加
え
て
文
学
的
才
能
を
備
え
た
存
在
で
あ
る

こ
と
を
意
味
し
た
。
蘇
軾
も
ま
た
著
述
を
能
く
し
、
現
存
す
る
詩

に
限
っ
て
も
優
に
二
千
首
を
超
え
る
。
そ
の
作
品
は
生
前
よ
り
広

く
世
の
人
々
に
愛
唱
さ
れ
、
死
後
も
文
学
的
泰
斗
と
し
て
仰
望
さ

れ
て
き
た
。

高
級
官
僚
と
い
う
立
場
に
あ
り
な
が
ら
、
蘇
軾
は
不
可
思
議
な

存
在
・
超
自
然
的
な
事
物
へ
関
心
を
寄
せ
て
い
た
。
実
際
、
蘇
軾

の
詩
文
を
検あ
ら
ため

れ
ば
、
民
間
信
仰
や
地
方
の
俗
信
に
関
す
る
記
述

や
、
六
朝
志
怪
や
唐
代
伝
奇
に
想
を
得
た
表
現
が
少
な
く
な
い
。

本
論
で
訳
注
を
施
す
「
僧
圓
澤
傳
」（『
文
集
』
巻
一
三（

12
）、

以
下
、
作
品

名
を
「
圓
澤
」
と
省
略
）
は
、
正
に
こ
の
種
の
好
例
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

「
圓
澤
」
の
末
尾
に
、「
本
作
は
袁
郊
『
甘
澤
謠
』
よ
り
出
で
、

天
竺
寺
〔
寺
の
名
、
現
在
の
浙
江
省
杭
州
市
に
あ
る
〕
に
関
す
る
故
事
な

の
で
、
当
寺
の
僧
に
書
い
て
贈
っ
た
。
旧
文
は
煩
雑
冗
漫
だ
っ
た

為
、
大
い
に
刪
改
し
た
（
此
出
袁
郊
所
作
『
甘
澤
謠
』、
以
其
天
竺
故
事
、

故
書
以
遺
寺
僧
。
舊
文
煩
冗
、
頗
爲
刪
改
）」
と
の
自
注
〔
作
者
自
身
に
よ

る
注
釈
〕
が
附
さ
れ
て
お
り
、
蘇
軾
が
原
作
を
意
図
的
に
改
変
さ

せ
た
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
事
実
、
本
論
で
示
す
原
文
と
現

代
語
訳
を
見
れ
ば
明
ら
か
な
よ
う
に
、
蘇
軾
は
「
圓
觀
」
に
対
し

て
全
体
的
に
手
を
加
え
、「
圓
觀
」
の
些
か
冗
長
な
表
現
を
整
理

し
て
お
り
、
そ
の
結
果
、
作
品
展
開
に
お
い
て
原
作
以
上
の
一
貫

性
が
獲
得
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る（

13
）。

自
注
に
「
天
竺
寺
の
僧
侶
の
贈
っ
た
」
と
述
べ
る
が
、
天
竺
寺

は
現
在
の
浙
江
省
杭
州
市
の
古
刹
で
、
従
っ
て
「
圓
澤
」
も
ま
た

蘇
軾
の
杭
州
滞
在
中
に
撰
し
た
作
品
と
推
測
さ
れ
る
。
蘇
軾
が
杭

州
に
滞
在
し
た
時
期
は
主
に
二
度
あ
り
、
一
度
目
は
熙き

寧ね
い

四
年

（
一
〇
七
一
）
か
ら
同
七
年
（
一
〇
七
四
）
の
杭
州
通
判
〔
副
知
事
〕
と

し
て
赴
任
し
た
期
間
、
二
度
目
は
元げ
ん
ゆ
う祐

四
年
（
一
〇
八
九
）
か
ら

同
六
年
（
一
〇
九
一
）
の
知
杭
州
軍
州
事
〔
知
事
〕
と
し
て
赴
任
し

た
期
間
が
該
当
す
る
。
い
ず
れ
の
時
期
も
蘇
軾
は
天
竺
寺
の
僧
侶

た
ち
と
親
交
が
あ
り（

14
）、

そ
れ
故
に
制
作
年
代
を
特
定
す
る
こ
と
は

困
難
で
あ
る
。

加
え
て
、「
圓
澤
」
に
は
制
作
時
期
と
は
別
の
困
難
が
あ
る
。

一
瞥
し
て
分
か
る
よ
う
に
、
袁
郊
『
甘
澤
謠
』
で
は
「
圓
觀
」
で

あ
っ
た
名
が
、
蘇
軾
に
至
っ
て
「
圓
澤
」
に
変
じ
て
い
る
。
夙
に

先
人
が
そ
の
変
化
に
注
目
し
て
い
る
が
、
蘇
軾
本
人
の
説
明
が
無

い
以
上
、
変
化
の
生
じ
た
理
由
は
不
明
と
す
る
し
か
な
い（

15
）。

し
か
し
名
称
の
変
化
に
よ
っ
て
、「
圓
觀
」
受
容
に
お
け
る
、

あ
る
傾
向
を
見
出
せ
る
。
前
節
に
て
、「
圓
觀
」
が
後
世
様
々
な

文
献
に
採
録
さ
れ
て
い
る
と
指
摘
し
た
が
、
実
は
蘇
軾
が
「
圓
澤
」

を
撰
し
た
こ
と
を
境
に
、「
圓
觀
」
で
は
な
く
「
圓
澤
」
の
名
で
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採
録
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
の
だ（

16
）。

要
す
る
に
、
採
録
さ
れ
る
作
品

名
か
ら
も
、
同
時
代
・
後
代
の
文
人
に
対
す
る
蘇
軾
の
影
響
力
を

認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
．『
甘
澤
謠
』「
圓
觀
」
訳
注

前
述
の
基
本
情
報
を
踏
ま
え
、
本
章
で
は
『
甘
澤
謠
』「
圓
觀
」

の
訳
注
を
行
う
。
次
章
の
「
圓
澤
」
訳
注
と
の
差
異
を
分
か
り
や

す
く
示
す
た
め
に
、
原
文
に
各
種
傍
線
を
挿
入
し
て
い
る
。
ま

た
、
凡
例
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

・ 

原
文
、
書
き
下
し
、
現
代
語
訳
、
語
釈
の
順
で
示
す
。
原
文

は
適
宜
改
行
し
た
。

・ 

語
釈
に
対
応
す
る
箇
所
と
し
て
、
本
文
中
に
番
号
①
、
②
…

を
振
っ
た
。

・ 

本
文
は
張
国
風
会
校
『
太
平
廣
記
校
』
巻
三
八
七
（
北
京
燕

山
出
版
社
、
二
〇
一
一
年
）
を
底
本
と
し
、
一
部
の
語
釈
に
つ

い
て
は
李
軍
評
注
『「
甘
澤
謠
」
評
注
』（
中
国
社
会
科
学
出
版

社
、
二
〇
一
三
年
）
お
よ
び
張
志
烈
・
馬
徳
富
・
周
裕
鍇
主
編

『
蘇
軾
全
集
校
注
』（
河
北
人
民
出
版
社
、二
〇
一
〇
年
）
収
載
『
蘇

軾
文
集
校
注
』
巻
一
三
「
僧
圓
澤
傳
」
注
を
参
照
し
た
。

・
棒
線
部
は
、
蘇
軾
「
僧
圓
澤
傳
」
に
無
い
箇
所
を
指
す
。

・
点
線
部
は
、
蘇
軾
「
僧
圓
澤
傳
」
と
表
現
が
大
き
く
異
な
る

箇
所
を
指
す
（
た
だ
し
、
些
末
な
相
違
は
拾
わ
な
い
）。

【
原
文
】

圓
觀
者
、
大
曆
①
末
洛
陽
惠
林
寺
②
僧
。
能
事
田
園
、
富
有
粟

帛
③
。
梵
學
④
之
外
、
音
律
⑤
貫
通
。
時
人
以
「
富
僧
」
爲
名
、
而

莫
知
所
自
也
。

李
諫
議
源
⑥
、
公
卿
⑦
之
子
、
當
天
寶
⑧
之
際
、
以
游
宴
歌
酒
爲

務
。
父

居
守
⑨
、
陷
于
賊
中
、
乃

頫
粟
布
衣
⑩
、
止
于
惠
林
寺
。

悉
將
家
業
爲
寺
公
財
。
寺
人
日
給
一
器
食
、
一
杯
飮
而
已
、
不
置

僕
使
、

其
知
聞
⑪
。
唯
與
圓
觀
爲
忘
言
友
⑫
。
促
膝
靜
話
⑬
、
自

旦
及
昏
。
時
人
以
清
濁
不
倫
⑭
、
頗
生
譏
誚
⑮
。
如
此
三
十
年
。

二
公
一
旦
約
游
蜀
州
、
抵
青
城
・
峨
嵋
⑯
、
同
訪
道
求
藥
⑰
。

圓
觀
欲
游
長
安
、
出
斜
谷
⑱
。
李
公
欲
上
荊
州
⑲
、
出
三
峽
⑳
。
爭

此
兩
途
、
半
年
未
訣
。
李
公
曰
、「
吾
已

世
事
㉑
、
豈
取
途
兩

京
。」
圓
觀
曰
、「
行
㉒
固
不
由
人
、
請
出
從
三
峽
而
去
。」

遂
自
荊
江
上
峽
行
、
次
南
浦
㉓
、
維
舟
山
下
、
見
婦
女
數
人

達
錦
鐺
㉔
、
負
甕
而
汲
。
圓
觀
望
而
泣
下
曰
、「
某
不
欲
至
、
恐

見
其
婦
人
也
。」
李
公
驚
問
曰
、「
自
上
峽
來
、
此
徒
不
少
、
何

獨
泣
此
數
人
。」
圓
觀
曰
、「
其
中
孕
婦
姓
王
者
、
是
某
託
身
㉕
之
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所
。
踰
三
載
、
尚
未
娩
懷
㉖
、
以
某
未
來
之
故
也
。
今
既
見
矣
、

即
命
有
所
歸
。
釋
氏
㉗
所
謂
循
環
也
。」
謂
公
曰
、「
請
假
以
符
咒
㉘
、

遣
某
速
生
。
少
駐
行
舟
、
葬
某
山
下
。
浴
兒
㉙
三
日
、
亦
訪
臨
。

若
相
顧
一
笑
、
即
某
認
公
也
。
更
後
十
二
年
中
秋
㉚
月
夜
、
杭
州

天
竺
寺
㉛
外
、
與
公
相
見
之
期
也
。」
李
公
遂
悔
此
行
、
爲
之
一
慟
。

遂
召
婦
人
、
告
以
方
書
32
。
其
婦
人
喜
躍
還
家
、
頃
之
33
、
親
族

畢
至
。
以
枯
魚
酒
獻
于
水
濱
34
、
李
公
往
爲
授
朱
字
符
、
圓
觀
具

湯
沐
、
新
其
衣
裝
。
是
夕
、
圓
觀
亡
而
孕
婦
產
矣
。

李
公
三
日
往
觀
新
兒
、
襁
褓
就
明
35
、
果
致
一
笑
。
李
公
泣
下
、

具
告
于
王
。
王
乃
多
出
家
財
、
厚
葬
圓
觀
。
明
日
、
李
公
廻
棹
36
、

言
歸
37
惠
林
。
詢
問
觀
家
、
方
知
已
有
理
命
38
。

後
十
二
年
秋
八
月
、
直
詣
餘
杭
39
、
赴
其
所
約
。
時
天
竺
佛
寺
、

山
雨
初
晴
、
月
色
滿
川
、
無
處
尋
訪
。
忽
聞
葛
洪
川
40
畔
有
牧
豎
41

歌
「
竹
枝
詞
」
42
者
。
乘
牛
叩
角
、
雙
髻
43
短
衣
、
俄
至
寺
前
、

乃
圓
觀
也
。
李
公
就
謁
曰
、「
觀
公
健
否
。」
卻
向
李
公
曰
、「
眞

信
士
矣
。
與
公
殊
途
44
、
愼
勿
相
近
。
俗
緣
45
未
盡
、
但
願
勤
修
46
。

勤
修
不
墮
、
即
遂
相
見
。」

李
公
以
無
由
叙
話
、
望
之
潸
然
47
。
圓
觀
又
唱
「
竹
枝
」、
步

步
前
去
。
山
長
水
遠
、
尚
聞
歌
聲
、
詞
切
韻
高
、
莫
知
所
謂
。

初
到
寺
前
歌
曰
、「
三
生
石
上
舊
精
魂
、
賞
月
吟
風
不
要
論
。

慚
愧
情
人
遠
相
訪
、
此
身
雖
異
性
長
有
48
。」
寺
前
又
歌
曰
、「
身

前
身
後
事
茫
茫
、
欲
話
因
緣
恐
斷
腸
。
吳
越
溪
山
尋
已
遍
、
卻
廻

煙
棹
49
上
瞿
塘
50
。」

後
三
年
、
李
公
拜
諫
議
大
夫
51
、
二
年
亡
52
。

【
書
き
下
し
】

圓
觀
は
、
大だ
い
れ
き暦
末
洛ら
く
よ
う陽
恵え

林り
ん

寺じ

の
僧
な
り
。
田
園
を
事
と
す
る

を
能
く
し
、
粟
帛
を
富
有
す
。
梵
学
の
外
、
音
律
に
貫
通
す
。
時

人
富
僧
を
以
て
名
と
為
す
も
、
而
し
て
自
る
所
を
知
る
莫
き
な

り
。李

諫
議
源
、
公
卿
の
子
に
し
て
、
天
宝
の
際
に
当
た
り
て
、
游

宴
歌
酒
を
以
て
務
め
と
為
す
。
父ち
ょ
うは

居
守
に
し
て
、
賊
中
に
陥

れ
ら
る
れ
ば
、
乃
ち
脱
粟
布
衣
せ
ん
と
、
恵
林
寺
に
止と
ど

ま
る
。
悉

く
家
業
を
寺
の
公
財
と
為
す
。
寺
人
日
び
一
器
の
食
、
一
杯
の
飲

を
給
す
る
の
み
に
し
て
、
僕
使
を
置
か
ず
、
其
の
知
聞
を
絶
て
り
。

唯
だ
圓
觀
と
忘
言
の
友
と
為
る
。
促
膝
静
話
す
る
こ
と
、
昼
よ
り

昏く
れ

に
及
ぶ
。
時
人
清
濁
不
倫
を
以
て
、
頗
る
譏
誚
を
生
ず
。
此
く

の
如
く
す
る
こ
と
三
十
年
な
り
。

二
公
一
旦
蜀
し
ょ
く
し
ゅ
う

州
に
游
び
、
青せ

い

城じ
ょ
う、

峨が

嵋び

に
抵い

た

り
、
同と

も

に
道
を
訪

ね
て
薬
を
求
め
ん
と
約
す
。
圓
觀
長
安
に
游
び
、
斜し
ゃ

谷こ
く

に
出
で
ん

と
欲
す
。
李
公
荊け
い
し
ゅ
う州を

上
り
、
三さ

ん
き
ょ
う峡に

出
で
ん
と
欲
す
。
此
の
両

途
を
争
う
こ
と
、
半
年
な
る
と
も
未
だ
訣
せ
ず
。
李
公
曰
く
、「
吾
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已
に
世
事
と
絶
て
り
、
豈
に
両
京
に
途み
ち

を
取
ら
ん
や
」
と
。
圓
觀

曰
く
、「
行
は
固も
と

よ
り
人
に
由
ら
ず
、
請
う
三
峡
よ
り
出
で
て
去

ら
ん
」
と
。

遂
に
荊
よ
り
江
峡
を
上
り
て
行
き
南
浦
に
次い
た

り
、
舟
を
山
下
に

維つ
な

げ
ば
、
婦
女
数
人
のた
づ
なの
錦き
ん
と
う鐺
に
達
し
、
甕
を
負
い
て
汲
む
を

見
た
り
。
圓
觀
望
み
て
泣な
み
だ下
り
て
曰
く
、「
某
そ
れ
が
しの
至
る
を
欲
せ
ざ

る
は
、
其
の
婦
人
を
見
る
を
恐
る
れ
ば
な
り
」
と
。
李
公
驚
き
て

問
い
て
曰
く
、「
峡
を
上
り
て
来
た
る
よ
り
、
此
の
徒
少
な
か
ら

ず
、
何
ぞ
独
り
此
の
数
人
を
泣
く
」
と
。

圓
觀
曰
く
、「
其
の
中
の
孕
婦
の
姓
王
な
る
者
、
是
れ
某
の
託

身
す
る
の
所
な
り
。
三
載
を
踰
ゆ
る
も
、
尚
お
未
だ
娩
懐
せ
ざ
る

は
、
某
の
未
だ
来
ざ
る
の
故
を
以
て
す
れ
ば
な
り
。
今
既
に
見
た

れ
ば
、
即
ち
命
の
帰
す
る
所
有
ら
ん
。
釈
氏
の
謂
う
所
の
循
環
な

り
」
と
。
公
に
謂
い
て
曰
く
、「
請
う
仮
る
る
に
符
咒
を
以
て
し
、

某
を
し
て
速
生
せ
し
め
よ
。
少や

や
行
舟
を
駐と
ど

め
、
某
を
山
下
に
葬

れ
。
浴
児
す
る
こ
と
三
日
に
し
て
、
亦
た
訪
臨
せ
よ
。
若も

し
相
顧

み
て
一
笑
す
れ
ば
、
即
ち
其
れ
公
を
認
む
る
な
り
。
更
に
後
十
二

年
の
中
秋
月
夜
、
杭
州
天
竺
寺
の
外
に
、
公
に
相
見ま
み

ゆ
る
の
期
と

せ
ん
」
と
。

李
公
遂
に
此
の
行
を
悔
い
て
、
之
の
為
に
一
慟
す
。
遂
に
婦
人

を
召
し
、
告
ぐ
る
に
方
書
を
以
て
す
。
其
の
婦
人
喜
躍
し
て
家
に

還
り
、
頃け
い

之し

に
し
て
、
親
族
畢
こ
と
ご
とく
至
る
。
枯
魚
と
酒
を
以
て
水
浜

に
献
じ
、
李
公
往
き
て
為
に
朱
字
を
授
く
。
圓
觀
具つ
ぶ
さに

湯
沐
し
、

其
の
衣
装
を
新
た
に
す
。
是
の
夕
、
圓
觀
亡
し
て
孕
婦
産
み
た
り
。

李
公
三
日
に
し
て
往
き
て
新
児
を
観
れ
ば
、
襁
褓
就す
な
わち

明
じ
、

果
た
し
て
一
笑
を
致
す
。
李
公
泣な
み
だ下
り
、
具
に
王
に
告
ぐ
。
王
乃

ち
多
く
家
財
を
出
し
、
厚
く
圓
觀
を
葬
る
。
明
日
、
李
公
棹
を
回

ら
せ
、
言こ
こ

に
恵
林
に
帰
る
。
観
の
家
を
詢
問
す
れ
ば
、
方ま

さ

に
已
に

理
命
有
る
を
知
る
。

後
十
二
年
秋
八
月
、
直た
だ

ち
に
余よ

杭こ
う

に
詣い
た

り
、
其
の
約
す
る
所
に

赴
く
。
時
に
天
竺
仏
寺
、
山
雨
初
め
て
晴
れ
、
月
色
川
に
満
ち
、

尋
訪
す
る
処
無
し
。
忽
ち
葛
洪
川
の
畔
に
牧
豎
の
「
竹
枝
詞
」
を

歌
う
者
有
る
を
聞
く
。
牛
に
乗
り
て
角
を
叩
き
、
双
髻
短
衣
な
り

て
、
俄
か
に
し
て
寺
前
に
至
れ
ば
、
乃
ち
圓
觀
な
り
。
李
公
就
ち

謁
し
て
曰
く
、「
觀
公
健
な
る
や
否
や
」
と
。
却か
え

り
て
李
公
に
向

き
て
曰
く
、「
真
に
信
士
な
り
。
公
と
途み
ち

を
殊
に
す
れ
ば
、
慎
み

て
相
近
づ
く
勿
か
れ
。
俗
縁
未
だ
尽
き
ざ
れ
ば
、
但
だ
願
わ
く
は

勤
修
せ
よ
、
勤
修
堕
ち
ざ
れ
ば
、
即
ち
遂
に
相
見ま
み

え
ん
」
と
。

李
公
以
て
話
を
叙
す
る
由よ
し

無
く
、
之
を
望
み
て
潸さ

ん
ぜ
ん然

た
り
。
圓

觀
又
た
「
竹
枝
」
を
唱
し
、
歩
歩
前
去
す
。
山
長
く
し
て
水
遠
か

れ
ど
、
尚
お
歌
声
を
聞
く
。
詞
切
に
し
て
韻
高
く
、
謂
う
所
を
知

る
莫
し
。
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初
め
寺
前
に
到
り
て
歌
い
て
曰
く
、

三
生
石
上 

旧ふ
る

き
精
魂

月
を
賞
し 

風
を
吟
じ
て 

論
ず
る
を
要も

ち

い
ず

慚
愧
す 
情
人
の
遠
く
よ
り
相
訪
ぬ
る
を

此
の
身 
異
と
雖
も 

性 

長
ら
く
有
り

寺
前
に
又
歌
い
て
曰
く
、

身
前
身
後 

事
茫
茫
た
り

因
縁
を
話
さ
ん
と
欲
す
る
も
断
腸
す
る
を
恐
る

呉
越
の
山
川 

尋
ぬ
る
こ
と
已
に
遍
く

煙
棹
を
却
回
し
て
瞿く

塘と
う

を
上
ら
ん

後
三
年
、
李
公
諫
議
大
夫
を
拝
し
、
二
年
し
て
亡し

す
。

【
現
代
語
訳
】

圓
觀
は
、
大
暦
年
間
末
〔
に
居
た
〕
洛
陽
恵
林
寺
の
僧
侶
で
あ

る
。
田
園
を
管
理
す
る
こ
と
に
巧
み
で
、
財
産
を
豊
富
に
蓄
え
て

い
た
。〔
ま
た
〕
仏
教
の
学
問
以
外
に
、
音
律
に
も
通
じ
て
い
た
。

当
時
の
人
々
は
〔
圓
觀
を
〕「
富
僧
ど
の
」
と
呼
ん
で
い
た
が
、
そ

の
出
自
を
知
る
者
は
い
な
か
っ
た
。

諫
議
大
夫
の
李
源
は
、
高
官
の
息
子
で
あ
り
、
天
宝
年
間
に
は

主
に
遊
宴
や
歌
酒
に
関
わ
る
役
職
を
担
っ
て
い
た
。〔
し
か
し
〕
父

の

が
東
都
留
守
の
時
、
逆
賊
に
殺
害
さ
れ
て
し
ま
っ
た
た
め

に
、
李
源
は
徹
底
し
た
節
制
生
活
を
送
る
べ
く
、
恵
林
寺
に
身
を

寄
せ
た
。
自
身
の
家
産
の
一
切
を
寺
の
公
共
財
産
と
し
て
寄
進
し

た
。〔
李
源
の
寺
で
の
暮
ら
し
ぶ
り
と
言
え
ば
、〕
寺
人
が
毎
日
茶
碗
一

杯
の
食
事
と
器
一
杯
の
水
を
供
す
る
だ
け
で
、
下
僕
を
置
か
ず
、

知
己
と
の
連
絡
も
絶
っ
て
し
ま
っ
た
。
唯
一
、
圓
觀
と
は
昵
懇
の

仲
と
な
り
、
昼
か
ら
晩
ま
で
膝
を
突
き
合
わ
せ
て
静
か
に
語
ら
っ

た
。
当
時
の
人
々
は
、
李
源
と
圓
觀
の
交
流
が
相
応
し
く
な
い
と

し
、
多
く
の
批
判
が
寄
せ
ら
れ
た
。〔
し
か
し
非
難
を
も
の
と
も
せ
ず
、

二
人
は
〕
こ
の
よ
う
な
交
流
を
続
け
て
、
三
十
年
が
経
過
し
た
。

あ
る
日
、
二
人
は
蜀
州
に
遊
び
、
青
城
山
と
峨
眉
山
に
て
道
人

を
訪
ね
、
仙
薬
を
求
め
よ
う
と
取
り
決
め
た
。〔
洛
陽
か
ら
蜀
へ
向

か
う
に
当
た
っ
て
、〕
圓
觀
は
長
安
を
訪
問
し
、〔
そ
れ
か
ら
〕
斜
谷
に

出
よ
う
と
し
た
。〔
一
方
の
〕
李
源
は
荊
州
を
遡
上
し
、
三
峡
に
出

よ
う
と
し
た
。
こ
れ
ら
二
つ
の
旅
程
を
巡
っ
て
争
い
、
半
年
経
っ

て
も
決
定
で
き
ず
に
い
た
。
李
源
が
「
私
は
既
に
世
事
と
の
関
わ

り
を
絶
っ
て
い
る
の
に
、
ど
う
し
て
両
京
へ
向
か
う
道
を
取
れ
よ

う
か
」
と
主
張
す
る
と
、
圓
觀
は
「
運
命
は
も
と
よ
り
人
が
決
め

る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
な
、
ど
う
ぞ
三
峡
よ
り
参
る
と
し
ま

し
ょ
う
」
と
言
っ
た
。

そ
し
て
荊
州
よ
り
長
江
三
峡
を
遡
航
し
て
南
浦
に
至
り
、
舟
を

山
下
に
停
泊
さ
せ
た
と
こ
ろ
、
革
製
の
馬
の
た
づ
な
を
色
鮮
や
か
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な
下
ば
か
ま
ま
で
届
く
ほ
ど
垂
ら
し
た
婦
人
た
ち
数
人
が
、
甕
を

背
負
っ
て
水
を
汲
む
の
を
見
か
け
た
。
圓
觀
は
そ
の
様
子
を
眺
め

て
涙
を
流
し
、「
私
が
こ
こ
に
来
た
く
な
か
っ
た
の
は
、
あ
の
婦

人
に
会
う
の
を
恐
れ
た
為
で
す
」
と
言
っ
た
。
李
源
は
驚
い
て
、

「
三
峡
を
遡
上
し
て
以
来
、
あ
あ
し
た
婦
人
は
少
な
か
ら
ず
い
た

の
に
、
何
故
あ
の
数
人
の
こ
と
だ
け
で
泣
く
の
で
す
」
と
訊
ね

た
。す

る
と
圓
觀
は
、「
あ
の
中
の
姓
が
王
と
い
う
妊
婦
は
、
私
が

転
生
し
て
宿
る
相
手
な
の
で
す
。
三
年
を
経
過
し
て
も
、〔
彼
女
が
〕

い
ま
だ
に
出
産
で
き
ず
に
い
た
の
は
、
私
が
来
ず
に
い
た
為
だ
っ

た
の
で
す
。
今
や
出
会
っ
て
し
ま
っ
た
以
上
、
す
ぐ
さ
ま
〔
定
め

ら
れ
た
〕
運
命
へ
帰
す
所
と
な
る
で
し
ょ
う
。〔
こ
れ
ぞ
〕
仏
教
の
説

く
輪
廻
転
生
で
す
」
と
述
べ
た
。〔
更
に
〕
李
源
へ
、
次
の
よ
う
に

願
っ
た
。「
ど
う
か
符
呪
の
力
を
借
り
て
私
が
速
や
か
に
生
ま
れ

変
わ
る
よ
う
に
手
伝
っ
て
く
だ
さ
い
。
少
し
の
間
舟
を
留
め
て
、

私
を
山
の
ふ
も
と
に
葬
っ
て
く
だ
さ
い
。〔
そ
し
て
〕
浴
児
の
儀
式

を
行
っ
て
三
日
後
、も
う
一
度
家
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
も
し〔
赤

子
が
〕
あ
な
た
を
見
て
笑
っ
た
の
な
ら
、つ
ま
り
〔
圓
觀
で
あ
る
私
が
〕

あ
な
た
だ
と
分
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
加
え
て
〔
そ
の
笑
み

を
以
て
〕
十
二
年
後
の
中
秋
の
月
夜
に
、
杭
州
天
竺
寺
の
外
に
て
、

あ
な
た
に
拝
謁
す
る
こ
と
の
お
約
束
と
し
ま
し
ょ
う
」
と
。

李
源
は
今
回
の
行
動
を
後
悔
し
、
圓
觀
の
た
め
に
一
頻
り
慟
哭

し
た
。
そ
し
て
か
の
婦
人
を
呼
び
出
し
、
処
方
箋
を
与
え
て
説
明

し
て
や
っ
た
。
そ
の
婦
人
は
大
い
に
喜
ん
で
帰
宅
し
、
間
も
な
く

し
て
親
族
が
勢
揃
い
し
た
。〔
そ
れ
か
ら
〕
彼
ら
が
干
物
と
酒
を
川

辺
で
献
上
す
る
と
、
李
源
も
そ
の
場
に
赴
き
、
朱
字
〔
で
書
い
た

呪
符
〕
を
授
け
て
や
っ
た
。
圓
觀
は
隅
々
ま
で
身
を
清
め
、
衣
服

を
新
調
し
た
。
そ
の
日
の
夕
方
、
圓
觀
は
死
去
し
、
妊
婦
は
出
産

し
た
の
だ
っ
た
。

李
源
が
〔
浴
児
の
〕
三
日
後
に
新
生
児
を
見
に
行
く
と
、
赤
子

は
す
ぐ
さ
ま
〔
こ
ち
ら
に
〕
気
付
き
、
本
当
に
笑
い
か
け
た
。
李

源
は
涙
を
流
し
て
、
一
連
の
事
情
を
王
氏
に
説
明
し
た
。〔
話
を
聞

い
た
〕
王
氏
は
多
く
の
家
財
を
費
や
し
て
、
圓
觀
を
手
厚
く
葬
っ

て
や
っ
た
。
翌
日
、
李
源
は
舟
を
引
き
返
し
て
、
恵
林
寺
へ
と

帰
っ
た
。
圓
觀
の
家
を
訊
ね
れ
ば
、
そ
こ
で
は
じ
め
て
〔
圓
觀
が
〕

既
に
遺
言
を
残
し
て
い
た
こ
と
を
知
っ
た
の
だ
っ
た
。

そ
し
て
十
二
年
後
の
秋
八
月
、
李
源
は
す
ぐ
さ
ま
杭
州
へ
や
っ

て
来
て
、
圓
觀
と
約
束
し
た
場
所
へ
向
か
っ
た
。
こ
の
時
の
天
竺

寺
は
、
山
で
は
雨
が
止
ん
だ
ば
か
り
で
、
月
光
が
川
一
面
を
照
ら

し
て
い
た
が
、〔
李
源
に
は
〕
訪
ね
る
心
当
た
り
は
な
か
っ
た
。
不

意
に
、
葛
洪
川
の
畔
に
「
竹
枝
詞
」
を
歌
う
牧
童
が
お
り
、
そ
の

声
が
聞
こ
え
て
き
た
。〔
牧
童
は
〕
牛
に
乗
っ
て
そ
の
角
を
叩
き
、
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み
ず
ら
の
髪
型
で
短
衣
を
着
て
お
り
、
ま
も
な
く
寺
の
前
に
至
る

と
、
何
と
圓
觀
で
あ
る
〔
と
分
か
っ
た
〕。
李
源
が
す
ぐ
さ
ま
拝
謁

し
、「
圓
觀
殿
は
息
災
で
す
か
」
と
訊
ね
た
。〔
す
る
と
牧
童
は
〕
振

り
返
っ
て
李
源
に
向
か
い
、「〔
あ
な
た
は
〕
本
当
に
誠
実
な
人
で

す
。〔
し
か
し
私
は
〕
あ
な
た
と
道
を
異
に
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

慎
ん
で
こ
ち
ら
に
近
づ
か
な
い
で
下
さ
い
。〔
あ
な
た
の
〕
俗
縁
は

ま
だ
絶
た
れ
て
い
ま
せ
ん
か
ら
、
ひ
た
す
ら
に
仏
道
修
行
に
励
ん

で
下
さ
い
。
修
行
を
怠
ら
な
け
れ
ば
、
い
ず
れ
お
目
に
か
か
れ
ま

し
ょ
う
」
と
語
っ
た
。

李
源
は
言
葉
を
掛
け
る
す
べ
も
無
く
、
圓
觀
を
遠
く
に
眺
め
、

さ
め
ざ
め
と
涙
を
流
し
た
。
圓
觀
は
再
び
「
竹
枝
詞
」
を
歌
い
な

が
ら
、
一
歩
ま
た
一
歩
と
歩
い
て
去
っ
て
し
ま
っ
た
。
高
く
聳
え

た
山
や
遠
く
へ
続
く
川
の
流
れ
の
向
こ
う
に
あ
っ
て
、
尚
も
歌
声

が
聞
こ
え
た
。
言
葉
は
胸
に
迫
り
韻
は
格
調
高
く
、〔
し
か
し
〕
言

う
心
は
理
解
で
き
な
か
っ
た
。

最
初
に
天
竺
寺
の
前
に
到
着
し
て
歌
っ
た
こ
と
に
は
、

こ
の
三
生
石
の
上
に
い
る
の
は
前
世
の
魂
を
宿
し
た
者
で
す

が
、
風
月
を
愛
で
吟
じ
る
際
に
あ
れ
こ
れ
論
じ
る
必
要
は
あ

り
ま
す
ま
い
。
か
た
じ
け
な
い
こ
と
に
古
き
友
が
遠
方
よ
り

訪
ね
て
く
だ
さ
っ
た
、
こ
の
身
は
転
生
し
た
と
言
え
、
嘗
て

の
性
情
は
今
も
変
わ
ら
ず
備
わ
っ
て
お
り
ま
す
。

寺
前
に
て
再
び
歌
っ
た
こ
と
に
は
、

生
前
の
こ
と
も
死
後
の
こ
と
も
茫
漠
と
し
て
知
り
よ
う
も
あ

り
ま
せ
ん
が
、
あ
な
た
と
の
因
縁
を
語
ろ
う
と
し
て
断
腸
の

悲
し
み
に
襲
わ
れ
る
こ
と
が
恐
ろ
し
い
。
呉
越
の
山
川
は
既

に
ひ
と
し
き
り
訪
ね
ま
し
た
の
で
、
靄
立
ち
込
め
る
川
面
に

棹
差
し
て
（
嘗
て
あ
な
た
と
訪
ね
る
筈
だ
っ
た
）
瞿
塘
へ
向
か
お

う
と
思
い
ま
す
。

三
年
後
、
李
源
は
諫
議
大
夫
の
職
を
拝
受
し
、
そ
の
二
年
後
に

死
去
し
た
。

【
語
釈
】

①
大
曆　

唐
代
宗
の
年
号
（
七
六
六
―
七
七
九
）。

②
洛
陽
惠
林
寺　

洛
陽
は
現
在
の
河
南
省
洛
陽
市
。
唐
代
は
「
東

京
」
と
呼
ば
れ
、
長
安
（
西
京
）
と
双
璧
を
為
す
大
都
市
だ
っ

た
。
恵
林
寺
は
洛
陽
に
あ
っ
た
寺
の
名
。

③
粟
帛　

穀
物
と
絹
織
物
、
転
じ
て
財
産
の
こ
と
。

④
梵
學　

仏
教
の
学
問
。
仏
学
。

⑤
音
律
貫
通　

音
楽
の
規
則
、
楽
律
を
完
全
に
理
解
で
き
て
い
る
。

⑥
李
諫
議
源　

唐
の
李
源
の
こ
と
。
実
在
の
人
物
で
、
正
史
の
『
舊

唐
書
』
穆
宗
本
紀
や
同
李
源
伝
、『
新
唐
書
』
李

伝
等
に
伝

が
載
る
。
太
原
文
水
（
現
在
の
山
西
省
呂
梁
市
文
水
県
）
の
人
。
先

─ 176 ─



─ 11 ─

に
別
稿
（
文
末
脚
注
４
）
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、「
圓
觀
」
で
描

か
れ
る
李
源
の
境
遇
は
、
正
史
が
記
す
内
容
と
一
致
す
る
箇
所

が
あ
る
。
ま
た
、
諫
議
は
諫
議
大
夫
と
い
う
官
職
の
略
称
。
中

書
省
に
属
し
、
皇
帝
の
過
失
を
指
摘
し
、
い
さ
め
る
役
を
担
う
。

李
源
は
諫
議
大
夫
に
任
ぜ
ら
れ
た
た
め
、
こ
の
よ
う
に
表
記
さ

れ
た
。

⑦
公
卿　

高
官
。
語
釈
⑨
で
示
す
通
り
、
李
源
の
父
李

は
東
都

留
守
等
の
要
職
を
歴
任
し
て
い
た
。

⑧
天
寶　

唐
玄
宗
の
年
号
（
七
四
二
―
七
五
六
）。

⑨
父

居
守　

は
李
源
の
父
の
名
で
、
実
在
の
人
物
。
居
守
は

東
都
留
守
（
別
名
に
東
京
留
守
な
ど
）
の
こ
と
。
東
都
す
な
わ
ち

洛
陽
に
て
皇
帝
不
在
時
の
留
守
居
役
と
し
て
、
民
事
・
財
政
・

軍
事
等
の
権
柄
を
握
っ
た
。
七
五
五
年
、
安
禄
山
が
兵
乱
を
起

こ
し
て
洛
陽
を
攻
め
込
ん
だ
際
、
東
都
留
守
と
し
て
役
所
に
留

ま
っ
て
い
た
李

は
、
反
乱
軍
に
捕
ら
え
ら
れ
、
処
刑
さ
れ
た
。

詳
細
は
『
舊
唐
書
』
李

伝
お
よ
び
『
新
唐
書
』
李

伝
等
に

見
え
る
。

⑩
頫

粟
布
衣　

精
米
の
不
十
分
な
穀
物
に
粗
末
な
身
な
り
。
脱
粟

は
脱
穀
に
通
じ
、
こ
こ
で
は
糙
（
脱
穀
し
た
だ
け
の
玄
米
）
の
意

と
解
す
る
。
転
じ
て
、
質
素
倹
約
の
生
活
を
送
る
意
。

⑪
知
聞　

友
人
や
知
人
。

⑫
忘
言
友　

形
式
的
な
礼
儀
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
互
い
の
心
中
を
理

解
し
合
っ
て
い
る
親
密
な
友
人
。

⑬
促
膝
靜
話　

相
手
と
ひ
ざ
を
突
き
合
わ
せ
て
座
り
、
静
か
に
語

ら
う
。

⑭
清
濁
不
倫　

不
倫
は
、
ふ
さ
わ
し
く
な
い
、
釣
り
合
わ
な
い
の

意
。
清
濁
は
、
文
脈
に
照
ら
し
て
、
清
貧
の
生
活
を
送
る
李
源

と
富
裕
の
僧
侶
で
あ
る
圓
觀
の
交
流
を
指
す
と
考
え
ら
え
る
。

⑮
譏
誚　

そ
し
る
。
非
難
す
る
。

⑯
青
城
・
峨
嵋　

青
城
山
と
峨
眉
山
。
と
も
に
現
在
の
四
川
省
に

あ
る
山
で
、
古
来
道
教
や
仏
教
の
聖
地
と
し
て
知
ら
れ
た
。

⑰
訪
道
求
藥　

道
は
、
こ
こ
で
は
神
仙
の
道
を
求
め
て
修
行
を
す

る
人
、
道
人
を
指
す
。
関
連
し
て
、
薬
は
霊
妙
な
仙
薬
（
不
老

不
死
の
効
果
を
持
つ
丹
薬
な
ど
）
を
指
す
。

⑱
斜
谷　

山
谷
の
名
。
長
安
の
南
に
聳
え
る
終
南
山
（
現
在
の
陝

西
省
に
あ
る
）
に
あ
る
。
中
原
か
ら
蜀
へ
入
る
ル
ー
ト
の
一
つ

と
さ
れ
た
。

⑲
荊
州　

現
在
の
湖
北
省
荊
州
市
。
古
代
中
国
で
は
、
荊
州
よ
り

長
江
を
遡
上
し
、
三
峡
（
語
釈
⑳
）
を
経
て
渝
州
（
現
在
の
重
慶
市
）

に
至
る
ル
ー
ト
が
、
蜀
へ
入
る
手
段
の
一
つ
と
さ
れ
た
。『
蘇

軾
全
集
校
注
』「
蘇
軾
文
集
」
巻
一
三
、
一
三
五
六
頁
参
照
。

⑳
三
峽　

長
江
の
中
で
、
重
慶
市
奉
節
県
の
白
帝
城
か
ら
湖
北
省
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宜
昌
市
の
南
津
関
の
区
域
を
指
す
。
急
流
を
成
し
、
両
岸
に
絶

壁
の
迫
る
景
勝
地
と
し
て
名
高
い
。
三
峡
の
名
は
、
瞿
塘
峡
・

巫
峡
・
西
陵
峡
を
総
称
し
た
も
の
。

㉑
世
事　

世
俗
の
事
柄
。
世
俗
の
わ
ず
ら
わ
し
い
事
。

㉒
行　
「
圓
澤
」
の
表
記
に
倣
い
、
行
止
の
意
と
す
る
。
行
止
は

行
く
こ
と
と
止
ま
る
こ
と
、
行
動
す
る
こ
と
。
転
じ
て
、
人
の

行
く
末
、
運
命
と
解
す
る
。
唐
・
白
居
易
「
琴
茶
」（『
全
唐
詩
』

巻
四
四
八
）
に
「
窮
通
行
止 
長

と
こ
し
えに

相
伴
う
、
誰
か
道い

う 

吾 

今 

往
還
無
し
と
（
窮
通
行
止
長
相
伴
、
誰
道
吾
今
無
往
還
）」
と
あ
る
。

㉓
南
浦　

古
代
の
地
名
。
現
在
の
重
慶
市
万
州
区
。

㉔

達
錦
鐺　

解
釈
し
難
い
箇
所
で
あ
る
。

革
製
の
馬
の
た

づ
な
。
錦
鐺
を
「
圓
澤
」
に
従
い
「
錦
襠
」
に
改
め
れ
ば
、
錦

の
よ
う
に
色
鮮
や
か
な
も
も
ひ
き
・
下
ば
か
ま
の
意
と
な
る
。

四
字
は
、
革
製
の
馬
の
た
づ
な
が
下
ば
か
ま
ま
で
達
し
て
い
る

（
垂
れ
て
い
る
）
意
と
な
る
か
。
な
お
、『
宋
高
僧
傳
』「
唐
洛
京

慧
林
寺
圓
觀
傳
」
で
は
、
同
箇
所
を
「

達
錦
璫
」
と
表
記
す

る
。

は
平
織
の
絹
製
の
ひ
も
で
、
璫
は
耳
飾
り
の
玉
。
絹
ひ

も
と
耳
飾
り
で
飾
っ
た
女
性
の
姿
を
指
す
か
。

㉕
託
身　

託
生
に
通
じ
、
転
生
す
る
の
意
。
古
来
中
国
で
は
仏
教

の
影
響
を
受
け
、
人
は
死
後
再
び
母
胎
に
宿
り
、
生
ま
れ
変
わ

る
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。

㉖
娩
懷　

分
娩
す
る
。
出
産
す
る
。

㉗
釋
氏　

仏
教
。
仏
。
釈
氏
は
釈
迦
牟
尼
世
尊
の
略
。

㉘
符
咒　

ま
じ
な
い
の
総
称
。
符
は
神
秘
的
な
文
字
や
絵
が
書
き

つ
け
ら
れ
た
ふ
だ
。
咒
は
ま
じ
な
い
の
言
葉
。

㉙
浴
兒　

古
代
中
国
の
習
俗
で
、
洗
児
と
も
い
う
。
生
ま
れ
た
赤

子
の
か
ら
だ
を
洗
う
習
わ
し
。
後
代
の
資
料
に
な
る
が
、
北

宋
・
孟
元
老
『
東
京
夢
華
錄
』
巻
五
に
、
洗
児
の
日
に
は
親
戚

や
客
を
集
め
た
盛
大
な
会
を
開
く
と
見
え
る
。
香
料
入
り
の
湯

を
沸
か
し
、
湯
を
入
れ
た
盥
を
飾
り
立
て
る
と
、
そ
の
中
で
赤

子
の
湯
あ
み
を
行
う
。
そ
し
て
招
か
れ
た
参
列
者
た
ち
は
、
湯

の
中
に
銭
を
投
げ
込
む
な
ど
し
て
会
を
盛
り
立
て
る
と
い
う
。

㉚
中
秋　

旧
暦
八
月
十
五
日
。
一
年
で
最
も
円
く
整
っ
た
月
が
望

め
る
と
さ
れ
る
。
唐
代
に
は
賞
月
を
「
翫
月
」
と
呼
び
、
観
賞

の
宴
を
開
い
て
楽
し
ん
だ
。
中
秋
の
風
習
に
つ
い
て
は
、
中
村

喬
『
続
中
国
の
年
中
行
事
』（
平
凡
社
選
書
１
３
４
、
一
九
九
四
年
）

に
詳
し
い
。

㉛
天
竺
寺　

現
在
の
浙
江
省
杭
州
市
に
あ
る
古
刹
。
天
竺
寺
は
上

天
竺
寺
・
中
天
竺
寺
・
下
天
竺
寺
か
ら
成
り
、
下
天
竺
寺
が
隋

の
開
皇
年
間
（
五
八
一
―
六
〇
〇
）
に
創
建
さ
れ
た
の
に
対
し
、

中
・
上
天
竺
寺
は
五
代
十
国
以
降
の
建
立
で
あ
る
。
従
っ
て
、

圓
觀
の
言
う
天
竺
寺
と
は
下
天
竺
寺
の
こ
と
と
推
察
さ
れ
る
。
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『
蘇
軾
全
集
校
注
』「
蘇
軾
文
集
」
巻
一
三
、
一
三
五
七
頁
参
照
。

32
方
書　

処
方
（
薬
の
調
剤
法
）
の
書
か
れ
た
紙
。
こ
こ
で
は
、
妊

婦
の
出
産
を
促
進
す
る
た
め
の
儀
式
（
語
釈
34
）
の
準
備
方
法

を
指
す
か
。

33
頃
之　

少
し
し
て
。
間
も
な
く
し
て
。

34
枯
魚
酒
獻
于
水
濱　

川
辺
に
て
、
干
物
と
酒
を
供
物
に
捧
げ

る
。
儀
式
の
様
子
を
描
く
が
、
具
体
的
に
何
に
対
し
て
祈
っ
て

い
る
の
か
は
明
示
さ
れ
な
い
。

35
襁
褓
就
明　

襁
褓
は
、
こ
こ
で
は
赤
子
の
意
。
就
は
す
な
わ
ち
、

即
座
に
の
意
。
明
は
明
察
、
は
っ
き
り
と
見
抜
く
。
四
字
は
、

転
生
し
て
赤
子
と
な
っ
た
圓
觀
が
、
李
源
に
即
座
に
気
づ
い
た

と
の
意
で
解
す
る
。

36
廻
棹　

船
の
さ
お
を
使
っ
て
船
の
向
き
を
変
え
る
、
も
と
来
た

道
を
戻
る
こ
と
。

37
言
歸　

言
は
「
こ
こ
」
と
読
み
、
文
の
調
子
を
整
え
る
助
字
。

訳
者
が
案
ず
る
に
、「
言
帰
」
は
経
書
で
用
い
ら
れ
る
表
現
で
、

例
え
ば
『
詩
經
』
小
雅
「
黃
鳥
」
に
「
言こ
こ

に
旋か

え

ら
ん
言
に
帰か

え

ら

ん
、
我
が
邦
族
に
復か
え

ら
ん
（
言
旋
言
歸
、
復
我
邦
族
）」、
同
「
我

行
其
野
」
に
「
爾な
ん
じ我

を
畜よ

み

せ
ざ
れ
ば
、
言
に
帰
ら
ん
斯こ

こ

に
復か

え

ら

ん
（
爾
不
我
畜
、
言
歸
斯
復
）」
と
、
ま
た
『
春
秋
左
氏
傳
』
僖
公

九
年
に
「
既
に
盟ち
か

う
の
後
、
言
に
好よ
し
みに
帰き

せ
ん
（
既
盟
之
後
、
言

歸
于
好
）」
と
あ
る
。「
圓
觀
」
の
表
記
も
ま
た
、
こ
う
し
た
経

書
に
基
づ
い
た
表
現
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

38
理
命　

遺
言
の
こ
と
。
臨
終
に
瀕
し
た
人
が
意
識
の
明
瞭
な
状

態
で
遺
す
言
い
付
け
。

39
餘
杭　

余
杭
郡
、
す
な
わ
ち
杭
州
の
こ
と
。
唐
代
に
は
度
々
名

称
が
変
更
さ
れ
、
杭
州
あ
る
い
は
余
杭
郡
と
称
さ
れ
た
。

40
葛
洪
川　

未
詳
。
杭
州
周
辺
に
該
当
す
る
河
川
名
は
見
い
だ
せ

な
い
が
、
下
天
竺
寺
周
辺
の
川
な
の
だ
ろ
う
。

41
牧
豎　

牧
童
の
こ
と
。

42
竹
枝
詞　

竹
枝
は
蜀
地
方
で
歌
わ
れ
た
民
間
の
う
た
。
七
言
四

句
か
ら
成
る
。
中
唐
の
劉
禹
錫
が

州
（
現
在
の
重
慶
市
奉
節
県
）

に
左
遷
さ
れ
た
折
、
現
地
の
民
歌
の
形
式
を
用
い
て
「
竹
枝
詞
」

を
作
っ
た
。「
圓
觀
」
で
も
、
同
じ
形
式
で
詠
わ
れ
て
い
る
。

43
雙
髻　

髻
は
ま
げ
、
も
と
ど
り
。
双
髻
は
、
古
代
日
本
の
み
ず

ら
（
角
髪
）
の
よ
う
な
、
頭
の
左
右
に
ふ
た
つ
の
ま
げ
を
結
っ

た
髪
型
の
こ
と
。
男
児
の
髪
型
。

44
殊
途　

道
を
異
に
す
る
。
こ
こ
で
は
俗
世
に
留
ま
る
李
源
と
異

な
り
、
圓
觀
が
転
生
を
経
て
、
超
越
的
な
存
在
に
な
っ
た
こ
と

を
言
う
。

45
俗
緣　

俗
世
間
と
の
因
縁
や
し
が
ら
み
。

46
勤
修　

修
行
す
る
。
こ
こ
で
は
仏
道
修
行
に
励
む
こ
と
。
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47
潸
然　

涙
が
と
め
ど
な
く
流
れ
る
様
子
。

48
有　

押
韻
に
照
ら
せ
ば
、
こ
こ
は
蘇
軾
「
圓
澤
」
に
従
っ
て
「
存
」

と
表
記
す
べ
き
だ
ろ
う
。

49
烟
棹　

靄
立
ち
込
め
る
川
面
に
棹
を
差
し
、
船
を
進
め
る
こ
と
。

50
瞿
塘　

長
江
の
一
部
、
瞿
塘
峡
の
こ
と
。
四
川
省
奉
節
県
東
に

あ
る
峡
谷
で
、
遡
っ
た
先
に
は
、
峨
眉
山
や
青
城
山
が
あ
る
。

51
諫
議
大
夫　

官
名
。
語
釈
⑥
を
参
照
。

52
二
年
亡　

李
源
に
関
す
る
一
連
の
時
系
列
に
つ
い
て
は
、
蘇
軾

「
圓
澤
」
語
釈
㉖
を
参
照
さ
れ
た
い
。

３
．
蘇
軾
「
僧
圓
澤
傳
」
原
文
と
現
代
語
訳

続
い
て
、
本
章
で
は
蘇
軾
「
僧
圓
澤
傳
」
の
訳
注
を
行
う
。
凡

例
は
次
の
通
り
。

・
原
文
、
書
き
下
し
、
現
代
語
訳
、
語
釈
の
順
で
示
す
。
原
文
は

適
宜
改
行
し
た
。

・
語
釈
に
対
応
す
る
箇
所
と
し
て
、
本
文
中
に
番
号
①
、
②
…
を

振
っ
た
。

・
本
文
は
孔
凡
礼
『
蘇
軾
文
集
』
巻
一
三
（
中
華
書
局
、
一
九
九
九
年
）

を
底
本
と
し
、
一
部
の
語
釈
に
つ
い
て
は
張
志
烈
・
馬
徳
富
・

周
裕
鍇
主
編
『
蘇
軾
全
集
校
注
』（
河
北
人
民
出
版
社
、二
〇
一
〇
年
）

収
載
『
蘇
軾
文
集
校
注
』
巻
一
三
「
僧
圓
澤
傳
」
注
を
参
照
し

た
。

・
傍
線
部
は
、『
甘
澤
謠
』「
圓
觀
」
に
無
い
箇
所
を
指
す
。

・
点
線
部
は
、『
甘
澤
謠
』「
圓
觀
」
と
表
現
が
大
き
く
異
な
る
箇

所
を
指
す
（
た
だ
し
、
些
末
な
相
違
は
拾
わ
な
い
）。

【
原
文
】

洛
師
①
惠
林
寺
、
故
光
祿
卿
李
②
居
第
③
。
祿
山
④
陷
東
都
、

以
居
守
死
之
。
子
源
、
少
時
以
貴
游
子
⑤
豪
侈
善
歌
⑥
、
聞
於
時
。

及

死
、
悲
憤
自
誓
、「
不
仕
不
娶
不
食
肉
」、
居
寺
中
五
十
餘
年
。 

寺
有
僧
圓
澤
、
富
而
知
音
⑦
。
源
與
之
游
甚
密
、
促
膝
交
語
⑧

竟
日
⑨
、
人
莫
能
測
。

一
日
、
相
約
游
蜀
青
城
・
峩
眉
山
。
源
欲
自
荊
州
⑩
泝
峽
、
澤

欲
取
長
安
・
斜
谷
路
⑪
。
源
不
可
、
曰
、「
吾
已

世
事
⑫
、
豈
可

復
道
京
師
哉
。」
澤
默
然
久
之
、
曰
、「
行
止
固
不
由
人
。」

遂
自
荊
州
路
。
舟
次
南
浦
⑬
、
見
婦
人
錦
襠
⑭
負

而
汲
者
。
澤

望
而
泣
曰
、「
吾
不
欲
由
此
者
、
爲
是
也
。」
源
驚
問
之
。

澤
曰
、「
婦
人
姓
王
氏
、
吾
當
爲
之
子
。
孕
三
歲
矣
。
吾
不
來
、

故
不
得
乳
。
今
既
見
、
無
可
逃
者
。
公
當
以
符
咒
助
我
速
生
。
三

日
浴
兒
⑮
時
、
願
公
臨
我
、
以
笑
爲
信
⑯
。
後
十
三
年
中
秋
⑰
月
夜
、
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杭
州
天
竺
寺
外
、
當
與
公
相
見
」。
源
悲
悔
、
而
爲
具
⑱
沐
浴
易
服
。

至
暮
、
澤
亡
而
婦
乳
。

三
日
、
往
視
之
、
兒
見
源
果
笑
。
具
以
語
王
氏
、
出
家
財
葬
澤

山
下
。
源
遂
不
果
行
、
反
寺
中
、
問
其
徒
、
則
既
有
治
命
⑲
矣
。 

後
十
三
年
自
洛
適
吳
⑳
、
赴
其
約
。
至
所
約
、
聞
葛
洪
川
㉑
畔

有
牧
童
扣
牛
角
而
歌
之
。
曰
、「
三
生
石
上
舊
精
魂
、
賞
月
吟
風

不
要
論
。
慙
愧
情
人
遠
相
訪
、
此
身
雖
異
性
長
存
。」

呼
問
、「
澤
公
健
否
。」
答
曰
、「
李
公
眞
信
士
。
然
俗
緣
未
盡
、

愼
勿
相
近
。
惟
勤
修
不
墮
、
乃
復
相
見
。」
又
歌
曰
、「
身
前
身
後

事
茫
茫
、
欲
話
因
緣
恐
斷
腸
。
吳
越
山
川
尋
已
遍
、
卻
回
烟
棹
㉒

上
瞿
塘
㉓
」。
遂
去
、
不
知
所
之
。

後
二
年
、
李
德
裕
㉔
奏
源
忠
臣
子
、
篤
孝
、
拜
諫
議
大
夫
㉕
、

不
就
、
竟
死
寺
中
、
年
八
十
㉖
。

〔
自
注
〕
此
出
袁
郊
所
作
『
甘
澤
謠
』。
以
其
天
竺
故
事
、
故

書
以
遺
寺
僧
。
舊
文
煩
冗
、
頗
爲
刪
改
。

【
書
き
下
し
】

洛
師
恵
林
寺
は
、
故
光こ
う

禄ろ
く

卿け
い

李ち
ょ
うの

居
第
な
り
。
禄ろ

く
ざ
ん山

東
都
を

陥
れ
、

居き
ょ

守し
ゅ

を
以
て
之
に
死こ

ろ

さ
る
。
子
の
源
、
少わ

か

き
時
貴
游
子

を
以
て
豪
侈
に
し
て
歌
を
善
く
し
、
時
に
聞
こ
ゆ
。

の
死
す
る

に
及
び
、
悲
憤
し
て
自
ら
誓
う
に
、「
仕
え
ず
、
娶
ら
ず
、
肉
を

食
ら
わ
ず
」
と
、
寺
中
に
居
る
こ
と
五
十
余
年
な
り
。 

寺
に
僧
圓
澤
有
り
、
富
に
し
て
音
を
知
る
。
源
之
と
游
ぶ
こ
と

甚
だ
密
に
し
て
、
促
膝
し
て
交
語
す
る
こ
と
竟き
ょ
う
じ
つ日な

り
て
、
人
の

能
く
測
る
莫
し
。

一
日
、
蜀
の
青
城
峨
眉
山
に
游
ぶ
を
相
約
す
。
源
荊
州
よ
り
峡

を
泝
さ
か
の
ぼら
ん
と
欲
し
、
澤
長
安
・
斜
谷
の
路
を
取
ら
ん
と
欲
す
。
源

は
可
な
ら
ず
と
す
、
曰
く
、「
吾
已
に
世
事
と
絶
て
り
、
豈
に
復

た
京
師
を
道み
ち

す
べ
け
ん
や
」
と
。
澤
黙
然
と
す
る
こ
と
之
を
久
し

く
し
、
曰
く
、「
行
止
固も
と

よ
り
人
に
由よ

ら
ず
」
と
。

遂
に
荊
州
路
よ
り
す
。
舟
南
浦
に
次い
た

り
、
婦
人
の
錦
襠
に
し
て

か
め

を
負
い
て
汲
む
者
を
見
た
り
。
澤
望
み
て
泣
き
て
曰
く
、「
吾

の
此こ
こ

を
由
る
を
欲
せ
ざ
る
は
、
是
れ
の
為
な
れ
ば
な
り
」
と
。
源

驚
き
て
之
を
問
う
。

澤
曰
く
、「
婦
人
姓
は
王
氏
、
吾
当
に
之
の
子
と
為
る
べ
し
。

孕
む
こ
と
三
歳
な
り
。
吾
来
た
ら
ず
し
て
、
故
に
乳う

む
を
得
ず
。

今
既
に
見
れ
ば
、
逃
る
る
べ
き
者
無
し
。
公
当
に
符
咒
を
以
て
我

の
速
や
か
に
生
ま
る
る
を
助
く
べ
し
。
三
日
浴
児
の
時
、
願
わ
く

は
公
我
に
臨
め
、
笑
う
を
以
て
信し
る
しと

為
さ
ん
。
後
十
三
年
中
秋
の

月
夜
、
杭
州
天
竺
寺
の
外
に
、
当
に
公
と
相
見ま
み

ゆ
べ
し
」
と
。
源

悲
悔
し
、
而
し
て
為
に
沐
浴
を
具そ
な

え
て
服
を
易か

う
。
暮
に
至
り
、

澤
亡し

し
て
婦
乳
む
。

 

 
 

 

─ 181 ─



─ 16 ─

三
日
に
し
て
、
往
き
て
之
を
視
れ
ば
、
児
源
を
見
て
果
た
し
て

笑
う
。
具つ
ぶ
さに

以
て
王
氏
に
語
れ
ば
、
家
財
を
出
し
て
澤
を
山
下
に

葬
る
。
源
遂
に
行
を
果
た
さ
ず
、
寺
中
に
反
り
、
其
の
徒
に
問
え

ば
、
則
ち
既
に
治
命
有
り
。

後
十
三
年
洛
よ
り
呉
に
適ゆ

き
、
其
の
約
す
る
と
こ
ろ
に
赴
く
。

約
す
る
所
に
至
れ
ば
、
葛
洪
川
の
畔
に
牧
童
の
牛
角
を
扣た
た

き
て
之

を
歌
う
有
り
。
曰
く
、

三
生
石
上　

旧ふ
る

き
精
魂

賞
月　

吟
風　

論
ず
る
を
要
い
ず

慚
愧
す
情
人
の
遠
く
よ
り
相
訪
ぬ
る
を

此
の
身 

異
と
雖
も 

性 

長
ら
く
存
す

呼
び
て
問
う
に
、「
澤
公
健
な
る
や
否
や
」
と
。
答
え
て
曰
く
、

「
李
公
真
の
信
士
な
り
。
然
る
に
俗
縁
未
だ
尽
き
ず
、
慎
し
み
て

相
近
づ
く
こ
と
勿
か
れ
。
惟
だ
勤
修
し
て
堕
せ
ざ
れ
ば
、
乃
ち
復

た
相
見ま
み

え
ん
」
と
。
又
た
歌
い
て
曰
く
、

身
前
身
後 

事
茫
茫
た
り

因
緣
を
話
さ
ん
と
欲
す
る
も
斷
腸
す
る
を
恐
る

呉
越
の
山
川 

尋
ぬ
る
こ
と
已
に
遍
く

烟
棹
を
却
回
し
て
瞿
塘
を
上
ら
ん

遂
に
去
り
て
、
之ゆ

く
所
を
知
ら
ず
。

後
二
年
、
李
徳
裕
源
の
忠
臣
の
子
に
し
て
、
篤
孝
な
る
を
奏
し
、

諫
議
大
夫
を
拝
す
る
も
、
就
か
ず
、
竟つ
い

に
寺
中
に
死
す
、
年
八
十

な
り
。〔

自
注
〕
此
れ
袁
郊
作
る
所
の
『
甘
澤
謠
』
に
出
ず
。
其
の

天
竺
の
故
事
を
以
て
、
故
に
書
き
て
以
て
寺
僧
に
遺お
く

る
。
旧

文
煩
冗
に
し
て
、
頗
る
刪
改
を
為
す
。

【
現
代
語
訳
】

洛
陽
の
恵
林
寺
は
、
元
は
光
禄
卿
の
李

の
邸
宅
で
あ
っ
た
。

安
禄
山
が
洛
陽
を
陥
落
さ
せ
た
際
、
李

は
東
京
留
守
と
し
て
殺

さ
れ
た
。〔
李

の
〕
子
で
あ
る
源
は
、
若
い
時
に
は
高
貴
な
身
分

の
子
弟
と
し
て
豪
華
奢
侈
な
ふ
る
ま
い
を
し
、
歌
を
巧
み
に
し

て
、
世
間
の
評
判
と
な
っ
て
い
た
。〔
し
か
し
〕
父
の

が
死
ぬ
に

及
ん
で
、
悲
憤
し
て
「
出
仕
し
な
い
・
妻
を
娶
ら
な
い
・
肉
を
食

さ
な
い
」
と
い
う
誓
い
を
自
ら
立
て
、〔
元
は
李

の
邸
宅
だ
っ
た
場

所
に
あ
る
〕
恵
林
寺
の
中
に
て
五
十
余
年
を
過
ご
し
た
。

恵
林
寺
に
は
圓
澤
と
い
う
僧
が
お
り
、
富
裕
に
し
て
音
楽
に
精

通
し
て
い
た
。
李
源
は
こ
の
僧
と
大
変
親
し
い
付
き
合
い
を
し
、

日
が
な
一
日
膝
と
膝
を
突
き
合
わ
せ
て
語
ら
う
こ
と
、
他
人
に
は

推
し
量
れ
な
い
程
〔
の
親
密
さ
〕
で
あ
っ
た
。

あ
る
日
、〔
二
人
は
〕
蜀
の
青
城
山
と
峨
眉
山
を
訪
ね
よ
う
と
約

束
し
た
。
李
源
は
荊
州
よ
り
三
峽
を
遡
上
し
よ
う
と
考
え
、
圓
澤
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は
長
安
か
ら
斜
谷
を
通
る
道
を
選
ぼ
う
と
し
た
。
李
源
は
、〔
圓

澤
の
提
案
を
〕
そ
れ
は
駄
目
だ
と
反
対
し
、「
私
は
既
に
世
事
と
関

わ
り
を
絶
っ
て
い
る
の
に
、
ど
う
し
て
再
び
京
師
へ
向
か
う
道
を

取
れ
よ
う
か
」
と
言
っ
た
。〔
そ
れ
を
聞
い
た
〕
圓
澤
は
長
ら
く
默

然
と
し
、「
運
命
は
も
と
よ
り
人
が
決
め
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ

ん
な
」
と
言
っ
た
。

そ
し
て
荊
州
路
よ
り
遡
航
し
た
。
舟
が
南
浦
に
到
着
す
る
と
、

婦
人
で
錦
の
し
た
ば
か
ま
を
履
き
、
か
め

を
背
負
っ
て
水
を
汲
む
者

を
見
か
け
た
。
澤
は
〔
そ
の
女
性
を
〕
眺
め
て
泣
き
、「
私
が
こ
の

地
を
通
り
た
く
な
か
っ
た
の
は
、こ
の
為
な
の
で
す
」
と
言
っ
た
。

李
源
は
驚
い
て
圓
澤
に
〔
理
由
を
〕
訊
ね
た
。

圓
澤
は
、「
婦
人
の
姓
は
王
氏
で
、
私
は
こ
の
人
の
子
に
な
ら

な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
彼
女
は
妊
娠
し
て
か
ら
三
年
経
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
私
が
来
な
い
の
で
、
産
め
ず
に
い
た
の
で
す
。〔
し

か
し
〕
今
や
会
っ
て
し
ま
っ
た
以
上
、
逃
げ
ら
れ
る
術
は
あ
り
ま

せ
ん
。
あ
な
た
は
是
非
と
も
符
咒
を
使
っ
て
私
が
速
や
か
に
産
ま

れ
る
よ
う
手
伝
っ
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
産
ま
れ
て
三
日
後
の
浴

児
の
時
に
、
ど
う
ぞ
私
に
会
い
に
来
て
く
だ
さ
い
、〔
あ
な
た
に
〕

笑
い
か
け
る
こ
と
で
〔
転
生
し
た
圓
澤
で
あ
る
と
い
う
〕
証
拠
と
し
ま

し
ょ
う
。〔
さ
ら
に
〕
十
三
年
後
の
中
秋
の
月
の
夜
、
杭
州
天
竺
寺

の
外
に
て
、
き
っ
と
あ
な
た
と
お
会
い
す
る
で
し
ょ
う
」
と
言
っ

た
。
李
源
は
悲
し
み
後
悔
し
な
が
ら
、
圓
澤
の
為
に
沐
浴
の
支
度

を
整
え
、
服
を
新
調
し
て
や
っ
た
。
暮
れ
に
な
っ
て
圓
澤
は
死
去

し
、
婦
人
は
出
産
し
た
。

三
日
経
ち
、〔
李
源
が
婦
人
の
家
へ
〕
行
っ
て
見
れ
ば
、
赤
子
は

李
源
を
見
て
本
当
に
笑
っ
た
。〔
李
源
が
〕
一
連
の
出
来
事
を
す
っ

か
り
王
氏
に
話
す
と
、〔
王
氏
は
〕
家
財
を
割
い
て
圓
澤
を
山
の
ふ

も
と
に
葬
っ
た
。
そ
し
て
李
源
は
、
蜀
へ
の
旅
を
全
う
す
る
こ
と

な
く
、
恵
林
寺
へ
と
帰
り
、
圓
澤
の
弟
子
に
訊
ね
て
み
れ
ば
、〔
圓

澤
が
〕
前
も
っ
て
遺
言
を
残
し
て
い
た
〔
と
分
か
っ
た
〕。

十
三
年
後
、〔
李
源
は
〕
洛
陽
よ
り
呉
へ
向
か
い
、
圓
澤
と
約
束

し
た
場
所
へ
赴
い
た
。
約
束
し
た
場
所
に
到
着
す
る
と
、
葛
洪
川

の
畔
に
て
、
牧
童
で
牛
角
を
叩
き
な
が
ら
次
の
歌
を
う
た
っ
て
い

る
者
が
い
た
。
曰
く
、

こ
の
三
生
石
の
上
に
い
る
の
は
前
世
の
魂
を
宿
し
た
者
で
す

が
、
風
月
を
愛
で
吟
じ
る
際
に
あ
れ
こ
れ
論
じ
る
必
要
は
あ

り
ま
す
ま
い
。
か
た
じ
け
な
い
こ
と
に
古
き
友
が
遠
方
よ
り

訪
ね
て
く
だ
さ
っ
た
、
こ
の
身
は
転
生
し
た
と
言
え
、
嘗
て

の
性
情
は
今
も
変
わ
ら
ず
備
わ
っ
て
お
り
ま
す
。

〔
李
源
が
〕
呼
び
か
け
て
「
圓
澤
ど
の
は
ご
壮
健
で
お
ら
れ
る
か
」

と
問
え
ば
、〔
牧
童
は
〕「
李
公
は
真
に
信
義
の
厚
い
お
方
で
す
。

し
か
し
〔
あ
な
た
の
〕
俗
縁
は
ま
だ
絶
た
れ
て
お
り
ま
せ
ん
か
ら
、
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慎
ん
で
こ
ち
ら
に
近
づ
か
な
い
で
下
さ
い
。
ひ
た
す
ら
仏
道
修
行

に
打
ち
込
み
、
怠
ら
な
け
れ
ば
、
き
っ
と
再
び
お
会
い
で
き
る
で

し
ょ
う
」
と
答
え
た
。
更
に
次
の
よ
う
に
う
た
っ
た
、

生
前
の
こ
と
も
死
後
の
こ
と
も
茫
漠
と
し
て
知
り
よ
う
も
あ

り
ま
せ
ん
が
、
あ
な
た
と
の
因
縁
を
語
ろ
う
と
し
て
断
腸
の

悲
し
み
に
襲
わ
れ
る
こ
と
が
恐
ろ
し
い
。
呉
越
の
山
川
は
既

に
ひ
と
し
き
り
訪
ね
ま
し
た
の
で
、
靄
立
ち
込
め
る
川
面
に

棹
差
し
て
（
嘗
て
あ
な
た
と
訪
ね
る
筈
だ
っ
た
）
瞿
塘
へ
向
か
お

う
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
〔
牧
童
は
〕
去
り
ゆ
き
、
ど
こ
へ
行
っ
た
の
か
分
か
ら

な
か
っ
た
。

二
年
後
、
李
徳
裕
が
「
李
源
は
忠
臣
の
子
で
あ
り
、
篤
実
孝

行
の
者
で
あ
る
」
と
奏
上
し
、
李
源
は
諫
議
大
夫
を
拝
受
し
た

が
、
そ
の
職
を
辞
退
し
、
と
う
と
う
寺
の
中
で
死
去
し
た
。
享
年

八
十
。〔

自
注
〕
本
作
は
袁
郊
『
甘
澤
謠
』
よ
り
出
で
、
天
竺
寺
に

関
す
る
故
事
な
の
で
、
当
寺
の
僧
に
書
い
て
贈
っ
た
。
旧
文

は
煩
雑
冗
漫
だ
っ
た
為
、
大
い
に
刪
削
改
訂
し
た
。

【
語
釈
】

①
洛
師　

洛
陽
の
こ
と
。

②
光
祿
卿
李
　

光
禄
卿
は
唐
代
の
官
名
の
一
つ
。
光
禄
は
光
禄

寺
の
こ
と
で
、
主
に
祭
祀
の
供
物
や
宮
中
の
宴
会
に
供
す
る
飲

食
等
を
司
る
部
門
。
卿
は
そ
の
部
門
の
長
。
李

に
つ
い
て
は

「
圓
觀
」
訳
注
⑨
を
参
照
。『
舊
唐
書
』
李

伝
に
、
天
宝
十
四

載
（
七
五
五
）
に
光
禄
卿
お
よ
び
東
京
留
守
に
転
じ
、
尚
書
省

の
職
務
も
兼
任
し
た
と
見
え
る
（
十
四
載
、
轉
光
祿
卿
・
東
京
留
守
、

判
尚
書
省
事
）。

③
居
第　

邸
宅
。
屋
敷
。

④
祿
山　

安
禄
山
の
こ
と
。
三
ヶ
所
の
節
度
使
（
官
名
。
地
方
の
軍

事
・
民
政
・
財
政
を
司
り
、
そ
の
地
域
で
絶
大
な
権
力
を
握
っ
た
）
を
兼

任
し
て
い
た
天
宝
十
四
載
（
七
五
五
）
十
一
月
、
唐
王
朝
に
対

し
て
反
乱
を
起
こ
し
、
同
年
に
洛
陽
を
、
翌
年
に
は
長
安
を
占

領
し
た
。

⑤
貴
游
子　

貴
游
子
弟
と
同
じ
く
、
王
侯
貴
族
の
子
弟
・
年
少
者

の
意
。

⑥
豪
侈
善
歌　

豪
侈
は
非
常
に
ぜ
い
た
く
で
あ
る
様
子
、
善
歌
は

歌
を
得
意
と
す
る
意
。
貴
公
子
で
あ
る
李
源
の
享
楽
的
な
生
活

を
描
い
た
も
の
。

⑦
知
音　

音
楽
に
精
通
し
て
い
る
。
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⑧
促
膝
交
語　
「
圓
觀
」
語
釈
⑬
を
参
照
。
相
手
と
膝
を
突
き
合

わ
せ
て
言
葉
を
交
わ
す
。

⑨
竟
日　

一
日
中
。
終
日
。

⑩
荊
州　
「
圓
觀
」
語
釈
⑲
を
参
照
。

⑪
斜
谷　
「
圓
觀
」
語
釈
⑱
を
参
照
。

⑫
世
事　
「
圓
觀
」
語
釈
㉑
を
参
照
。

⑬
南
浦　
「
圓
觀
」
語
釈
㉓
を
参
照
。

⑭
錦
襠　

錦
の
よ
う
に
色
鮮
や
か
な
下
ば
か
ま
の
こ
と
。「
圓
觀
」

語
釈
㉔
を
参
照
。

⑮
浴
兒　
「
圓
觀
」
語
釈
㉙
を
参
照
。

⑯
信　

証
拠
。
し
る
し
。

⑰
中
秋　
「
圓
觀
」
語
釈
㉚
を
参
照
。

⑱
具　
「
圓
觀
」
の
当
該
箇
所
で
は
「
つ
ぶ
さ
に
」
と
読
み
、「
す

み
ず
み
ま
で
」
と
解
し
た
が
、「
圓
澤
」
で
は
主
語
が
李
源
に

変
わ
り
、
前
に
「〔
圓
澤
の
〕
為
に
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、「
そ

な
え
て
」
と
読
み
「
準
備
す
る
」
の
意
と
解
し
た
。

⑲
治
命　

遺
言
。「
圓
觀
」
語
釈
38
を
参
照
。

⑳
吳　

現
在
の
江
蘇
省
に
相
当
す
る
地
域
。
杭
州
は
越
（
現
在
の

浙
江
省
）
に
属
す
る
の
で
、
或
い
は
洛
陽
か
ら
見
て
南
方
の
地

域
と
し
て
、
呉
を
用
い
た
か
。

㉑
葛
洪
川　
「
圓
觀
」
語
釈
40
を
参
照
。

㉒
烟
棹　
「
圓
觀
」
語
釈
49
を
参
照
。

㉓
瞿
塘　
「
圓
觀
」
語
釈
50
を
参
照
。

㉔
李
德
裕　

唐
の
政
治
家
・
文
人
（
七
八
七
―
八
四
九
）。
穆
宗
治

世
に
翰
林
学
士
と
な
り
（
八
二
一
年
）、
そ
の
後
出
世
を
重
ね
、

文
宗
と
武
宗
の
代
に
そ
れ
ぞ
れ
宰
相
と
な
っ
た
。
し
か
し
武
宗

の
死
後
、
あ
る
事
件
を
巡
っ
て
重
大
な
過
失
が
あ
る
と
糾
弾
さ

れ
、
崖
州
（
現
在
の
海
南
省
海
口
市
）
に
左
遷
と
な
り
、
そ
の
地

で
没
し
た
。『
舊
唐
書
』
李
源
伝
に
、
長
慶
三
年
（
八
二
三
）
に

御
史
中
丞
の
官
に
あ
っ
た
李
徳
裕
が
、
李
源
の
孝
心
を
称
え
る

奏
上
を
し
た
と
見
え
る
。

㉕
諫
議
大
夫　
「
圓
觀
」
語
釈
⑥
を
参
照
。

㉖
年
八
十　

李
源
の
生
卒
年
や
享
年
は
史
書
に
記
載
さ
れ
な
い

が
、
史
書
に
よ
っ
て
李

の
死
が
七
五
五
年
、
李
徳
裕
の
奏
上

が
八
二
三
年
の
こ
と
で
あ
る
と
確
認
で
き
る
。
そ
し
て
「
圓

觀
」
を
改
変
す
る
に
当
た
っ
て
、
蘇
軾
は
綿
密
な
時
間
調
整
を

行
っ
て
い
た
。
今
、「
圓
澤
」
の
時
系
列
を
整
理
す
れ
ば
、
次

の
よ
う
に
な
る
。

七
五
五
年 

李

の
死
、
李
源
の
入
寺

 

李
源
と
圓
澤
の
交
友
（
五
十
余
年
間
）

八
〇
八
年 

李
源
と
圓
澤
蜀
へ
向
か
い
、
圓
澤
死
去
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八
二
一
年 

十
三
年
後
、
李
源
と
圓
澤
再
会

八
二
三
年 

李
徳
裕
の
奏
上
、
李
源
任
官
を
辞
退

八
二
？
年 

李
源
死
去
、
享
年
八
〇
歳

仮
に
没
年
を
李
徳
裕
の
奏
上
と
同
じ
八
二
三
年
と
し
た
場
合
、

七
五
五
年
に
襲
っ
た
父
の
死
を
、
李
源
は
わ
ず
か
十
三
歳
（
数
え

年
）
で
経
験
し
た
と
い
う
設
定
に
な
る
と
分
か
る（

17
）。

一
方
、
原
作
の
「
圓
觀
」
で
は
李
源
と
圓
觀
の
交
友
期
間
は

三
十
年
で
、
再
会
の
約
束
は
十
二
年
後
と
さ
れ
た
。
こ
ち
ら
の
時

系
列
を
示
せ
ば
、

七
五
五
年 

李

の
死
、
李
源
の
入
寺

 

李
源
と
圓
觀
の
交
友
（
三
十
年
間
）

七
八
五
年 

李
源
と
圓
觀
蜀
へ
向
か
い
、
圓
觀
死
去

七
九
七
年 

十
二
年
後
、
李
源
と
圓
觀
再
会

八
〇
〇
年 

李
源
諫
議
大
夫
を
拝
受

八
〇
二
年 

李
源
死
去

と
、
か
な
り
前
倒
し
さ
れ
た
設
定
と
な
っ
て
い
る
。「
圓
觀
」
に

は
李
徳
裕
の
奏
上
は
描
か
れ
ず
、
袁
郊
が
そ
れ
を
考
慮
し
て
い
な

か
っ
た
可
能
性
は
あ
る
。
一
方
で
、
李
源
は
安
史
の
乱
以
前
に
宴

遊
を
司
る
官
職
に
就
い
て
い
た
と
描
か
れ
て
お
り
、
そ
の
時
点
で

あ
る
程
度
の
年
齢
に
達
し
て
い
る
必
要
性
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の

相
違
が
、「
圓
澤
」
と
の
時
系
列
の
ズ
レ
に
も
反
映
さ
れ
た
の
だ

ろ
う
。

蘇
軾
は
二
つ
の
史
実
を
忠
実
に
作
品
へ
反
映
さ
せ
る
べ
く
、
交

友
期
間
を
五
十
余
年
と
幅
の
あ
る
表
現
に
改
め
、
な
る
べ
く
「
理

に
適
っ
た
」
時
系
列
の
構
築
を
試
み
た
と
推
測
さ
れ
る
。
曖
昧
な

表
現
を
措
か
ず
に
修
正
す
る
と
は
、
理
知
的
な
表
現
を
探
求
し
た

宋
代
士
大
夫
な
ら
で
は
の
対
処
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

【
注
】

（
１
） 

唐
代
伝
奇
と
は
、
主
に
安
史
の
乱
（
七
五
五
―
七
六
三
）
以

後
の
中
唐
・
晩
唐
期
に
盛
ん
に
作
ら
れ
た
小
説
（
物
語
）

の
類
を
指
す
。
そ
の
特
徴
に
つ
い
て
、
竹
田
晃
氏
は
次
の

よ
う
に
説
明
す
る
。「
単
な
る
記
録
で
は
な
く
、
伝
奇
と

呼
ば
れ
る
作
品
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
が
、〈
作
者
〉
の
個

人
的
な
意
識
に
も
と
づ
き
、
読
者
に
何
か
を
訴
え
よ
う
、

読
者
に
面
白
く
読
ん
で
も
ら
お
う
と
筋
の
展
開
・
構
成
に

工
夫
が
こ
ら
さ
れ
た
〈
物
語
〉
と
し
て
の
性
格
を
備
え
た

も
の
で
あ
る
」（
竹
田
晃
『
中
国
に
お
け
る
小
説
の
成
立
』、
放
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送
大
学
教
育
振
興
会
、
一
九
九
七
年
、
一
〇
五
頁
）、「
唐
代
に
入

り
、
中
国
小
説
史
の
中
に
初
め
て
個
人
の
創
作
と
い
え
る

作
品
群
が
現
れ
た
。
こ
れ
ら
は
作
者
の
個
人
的
な
意
識
に

基
づ
き
、
読
者
の
存
在
を
意
識
し
て
、
話
の
構
成
や
展
開

に
工
夫
が
凝
ら
さ
れ
た
物
語
と
し
て
の
性
格
を
備
え
た
も

の
で
あ
る
」（
中
国
文
化
事
典
編
集
委
員
会
編
『
中
国
文
化
事
典
』、

丸
善
出
版
、
二
〇
一
七
年
、
三
四
四
頁
）。

（
２
） 

「
三
生
石
」
は
、
前
世
・
現
世
・
来
世
を
超
え
た
宿
縁
の

象
徴
と
し
て
、
晩
唐
以
降
の
詩
で
典
故
と
さ
れ
た
。
早

期
の
例
に
唐
・
貫
休
「
酬
張
相
公
見
寄
」（『
全
唐
詩
』
巻

八
四
四
）「
感
通
未
合
三
生
石
、
騷
雅
歡
擎
九
轉
金
」
が
あ

り
、
後
世
で
は
北
宋
・
黄
庭
堅
「
次
韻
章
禹
直
開
元
寺
觀

畫
壁
兼
簡
李
德
素
」（『
山
谷
詩
註
』
外
集
巻
九
）「
三
生
石
上

夢
、
天
樂
鳴
我
側
」、
北
宋
・
釈
徳
洪
（
恵
洪
と
も
）「
同

游
雲
蓋
分
題
得
雲
字
」（『
石
門
文
字
禪
』
巻
三
〇
）「
吾
聞
三

生
石
、
曾
歌
舊
精
魂
。
他
年
葛
洪
陂
、
相
尋
定
煩
君
」
等

の
用
例
が
確
認
さ
れ
る
。

（
３
） 

『
甘
澤
謠
』
か
ら
は
、「
圓
觀
」
の
他
に
「
懶
殘
」
も
「
唐

南
嶽
明
瓚
傳
」
の
名
で
採
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
ち
ら
も

「
圓
觀
」
と
同
様
、
大
幅
な
加
筆
が
為
さ
れ
て
い
る
。

（
４
） 

加
納
留
美
子
「
転
生
す
る
僧
侶
―
―
蘇
軾
『
僧
圓
澤
傳
』

考
」（
日
本
宋
代
文
學
學
會
『
日
本
宋
代
文
學
學
會
報
』
第
十
集
、

二
〇
二
三
年
）。

（
５
） 

『
新
唐
書
』
巻
一
五
一
袁
滋
伝
「
袁
滋
字
德
深
、
蔡
州
朗

山
人
。
…
…
子
均
、
右
拾
遺
。
郊
、
翰
林
學
士
」、
同
巻

七
四
宰
相
生
系
表
四
下
袁
氏
「
滋
字
德
深
、
相
憲
宗
。

…
…
郊
字
之
乾
、

州
刺
史
」。

（
６
） 

『
唐
詩
紀
事
』
巻
六
五
は
袁
郊
詩
四
首
を
載
せ
る
が
、
温

庭
筠
と
の
唱
和
詩
は
未
詳
。
同
文
に
「
郊
、
咸
通
時
爲
祠

部
郎
中
、
有
《
甘
澤
謠
》
九
章
。
與
溫
庭
筠
酬
唱
、
庭

筠
有
《
開
成
五
年
抱
疾
不
得
予
計
偕
詩
寄
郊
》
云
…
…

郊
、
字
之
儀
、
滋
之
子
也
。
昭
宗
時
爲
翰
林
學
士
」
と
。

溫
庭
筠
の
詩
は
「
病
中
書
懷
呈
友
人
」（『
全
唐
詩
』
巻
五
八
〇
）

で
、
序
に
「
開
成
五
年
秋
、
以
抱
疾
郊
野
、
不
得
與

計

偕
至
王
府
、
將
議
遐
適
。
隆
冬
自
傷
、
因
書
懷
奉
寄
殿
院

徐
侍
御
、
察
院
陳
李
二
侍
御
、
回
中
蘇
端
公
、

縣
韋
少

府
、
兼
呈
袁
郊
、
苗
紳
、
李
逸
三
友
人
一
百
韻
」
と
袁
郊

の
名
が
見
え
る
。

（
７
） 

『
甘
澤
謠
』
の
収
載
状
況
に
つ
い
て
は
、
李
昉
等
編
・

張
國
風
會
校
『
太
平
廣
記
會
校
』（
北
京
燕
山
出
版
社
、

二
〇
一
一
年
）
六
六
八
二
頁
及
び
李
軍
評
注
『「
甘
澤
謠
」

評
注
』（
中
国
社
会
科
学
出
版
社
、
二
〇
一
三
年
）
二
六
六
―
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二
七
五
頁
を
参
照
し
た
。「
圓
觀
」
に
つ
い
て
、
程
毅
中

氏
は
「『
圓
觀
』
故
事
人
所
熟
知
、
不
必
引
述
」
と
（『
玄

怪
錄 

續
玄
怪
錄
』（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
六
年
）
一
四
頁
）、
前
注

６
袁
閭
琨
氏
ら
は
「
書
中
共
載
九
條
異
聞
奇
事
、
如
〝
紅

線
〞〝
陶
峴
〞〝
園
觀
〞
等
、
都
是
膾
炙
人
口
的
故
事
、
因

而
其
書
在
中
國
小
說
史
上
有
一
定
地
位
」（
七
三
六
頁
）
と

述
べ
、
古
来
著
名
な
作
品
の
一
つ
だ
と
評
す
る
。

（
８
） 

『
太
平
廣
記
』
は
「
圓
觀
」「
懶
殘
」「
魏
先
生
」「
紅
國
（
紅

綫
）」「
許
雲
封
」「
素
娥
」「
陶
峴
」「
韋
騶
」
の
八
条
を

載
せ
る
。

（
９
） 

李
宗
為
校
点
『
纂
異
記　

甘
澤
謠
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、

一
九
九
一
年
）
六
頁
、
お
よ
び
李
軍
評
注
『「
甘
澤
謠
」
評
注
』

（
中
国
社
会
科
学
出
版
社
、
二
〇
一
三
年
）
七
頁
を
参
照
の
こ
と
。

（
10
） 

袁
行
霈
・
侯
忠
義
編
『
中
国
文
言
小
説
書
目
』（
北
京
大
学

出
版
社
、
一
九
八
一
年
）
六
三
頁
、
及
び
袁
閭
琨
・
薛
洪
勣

主
編
『
唐
宋
伝
奇
総
集　

唐
五
代
下
』（
河
南
人
民
出
版
社
、

二
〇
〇
二
年
）
七
三
六
頁
を
参
照
の
こ
と
。

（
11
） 

本
論
で
は
簡
略
な
紹
介
に
留
め
た
が
、
蘇
軾
の
生
涯
に
関

す
る
論
考
に
は
長
年
の
蓄
積
が
あ
り
、
現
代
の
成
果
（
年
譜

を
除
く
）
に
限
っ
て
も
、
山
本
和
義
「
蘇
軾
の
生
涯
と
そ
の

文
学
」（『
詩
人
と
造
物　

蘇
軾
論
考
』、
研
文
出
版
、
二
〇
〇
二
年
）、

林
語
堂
著
・
合
山
究
訳
『
蘇
東
坡
』
上
・
下
（
講
談
社
学
術

文
庫
、
一
九
八
六
―
七
年
）、
王
水
照
著
・
山
田
侑
平
訳
『
蘇

軾
―
そ
の
人
と
文
学
―
』（
日
中
出
版
、
一
九
九
六
年
）、
王
水

照
・
朱
剛
『
蘇
軾
評
伝
』（
南
京
大
学
出
版
社
、
中
国
思
想
家
評

伝
叢
書
、
二
〇
〇
六
年
）
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。

（
12
） 

孔
凡
礼
点
校
『
蘇
軾
詩
集
』（
中
華
書
局
、
一
九
九
九
年
）、

同
『
蘇
軾
文
集
』（
中
華
書
局
、
一
九
九
九
年
）
を
底
本
と
し
、

張
志
烈
・
馬
徳
富
・
周
裕
鍇
主
編
『
蘇
軾
全
集
校
注
』（
河

北
人
民
出
版
、
二
〇
一
〇
年
）
を
適
宜
參
照
し
た
。

（
13
） 

一
方
で
、
積
極
的
な
改
変
に
よ
っ
て
物
語
に
重
大
な
矛
盾

も
生
じ
て
い
る
。
二
作
品
を
め
ぐ
る
改
変
点
や
改
変
に
伴

う
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、
前
注
４
の
拙

稿
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
14
） 

杭
州
通
判
時
代
、
蘇
軾
は
天
竺
寺
の
僧
侶
た
ち
と
交
流
し

て
「
雨
中
遊
天
竺
靈
感
觀
音
院
」（『
詩
集
』
巻
七
）
や
「
贈

上
天
竺
辯
才
師
」（
同
巻
九
）
等
を
、
知
杭
州
時
代
に
は
「
予

去
杭
十
六
年
而
復
來
、
留
二
年
而
去
。
平
生
自
覺
出
處
老

少
、
麁
似
樂
天
、
雖
才
名
相
遠
、
而
安
分
寡
求
、
亦
庶
幾

焉
。
三
月
六
日
、
來
別
南
北
山
諸
道
人
、
而
下
天
竺
惠
淨

師
以
醜
石
贈
行
、
作
三

句
」（『
詩
集
』
巻
三
三
）
等
を
詠

ん
で
い
る
。
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（
15
） 

前
注
４
の
拙
稿
で
は
、
北
宋
・
釈
恵
洪
『
冷
齋
夜
話
』
巻

一
〇
や
孔
凡
礼
『
蘇
軾
詩
集
』
巻
三
七
「
次
韻
聰
上
人
見

寄
」
に
引
く
清
・
王
文
誥
注
の
記
述
を
引
用
し
、
ま
た
現

代
の
研
究
者
の
指
摘
を
紹
介
し
て
い
る
。
加
え
て
、
拙
稿

の
発
表
後
、
小
野
四
平
『
中
国
近
世
に
お
け
る
短
篇
白
話

小
説
の
研
究
』（
評
論
社
、
一
九
七
八
年
）
第
四
章
「
仏
教
説

話
の
研
究
（
三
）「
明
悟
禪
師
趕
五
戒
」
論
」
で
も
「
僧
圓

澤
傳
」
に
お
け
る
僧
名
の
変
化
を
取
り
上
げ
お
り
、「
宋

に
入
っ
て
か
ら
蘇
軾
が
「
円
澤
〔
原
文
マ
マ
〕」
と
改
め
、

や
が
て
そ
れ
が
元
以
降
に
う
け
つ
が
れ
た
と
い
う
ふ
う
に

考
え
ら
れ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
こ
と
が
わ
か
る
」（
二
二
二
頁
）

と
指
摘
し
て
い
た
こ
と
を
知
っ
た
。
拙
稿
の
不
備
を
補
う

為
に
、
こ
こ
で
紹
介
す
る
。

（
16
） 

蘇
軾
「
圓
澤
」（
一
〇
九
一
年
以
前
に
制
作
）
を
境
に
、
後
世
の

文
献
で
は
、
北
宋
・
朱
勝
非
『
紺
珠
集
』
巻
一
一
「
圓
澤
」、

北
宋
・
曽
慥
『
類
説
』
巻
三
六
『
甘
澤
謠
』「
圓
澤
爲
孕

婦
子
」、
南
宋
・
胡
仔
『

溪
漁
隱
叢
話
』
前
集
巻
五
六

「
圓
澤
」
の
よ
う
に
、「
圓
澤
」
と
題
す
る
文
献
が
複
数
確

認
で
き
る
。
ま
た
「
圓
觀
」
と
表
記
す
る
場
合
も
、
北
宋
・

釈
恵
洪
『
冷
齋
夜
話
』
巻
一
〇
「
觀
道
人
三
生
爲
比
丘
」

（
蘇
軾
「
僧
圓
澤
傳
」
に
も
言
及
）、
南
宋
・
陳
元
靚
『
歳
時
廣

記
』
巻
三
三
中
秋
下
「
游
峨
眉
」（「
東
坡
詩
及
他
本
作
『
圓

澤
』」
と
注
）
の
よ
う
に
、
蘇
軾
「
圓
澤
」
に
も
言
及
す
る

傾
向
に
あ
る
。

（
17
） 

『
舊
唐
書
』
李
源
伝
に
は
「
源
時
年
八
歲
、
爲
賊
所
俘
、

轉
徙
流
離
、
凡
七
八
年
。
及
史
朝
義
走
河
北
、
洛
陽
故
吏

有
義
源
者
、
贖
之
於
民
家
。
代
宗
聞
之
、
授
河
南
府
參
軍
、

轉
司
農
寺
主
簿
。
以
父
死
禍
難
、
無
心
祿
仕
、
誓
不
婚

妻
、
不
食
酒
肉
。
洛
陽
之
北
惠
林
寺
、

之
舊
墅
也
、
源

乃
依
寺
僧
、
寓
居
一
室
、
依
僧
齋
戒
、
人
未
嘗
見
其
所
習
」

と
見
え
る
。
曰
く
、
李
源
が
八
歳
の
時
に
安
史
の
乱
に
遭

い
、
賊
に
捕
ら
わ
れ
た
ま
ま
各
地
を
七
、
八
年
間
流
浪
し

て
い
た
と
こ
ろ
、
洛
陽
で
父
親
の
部
下
だ
っ
た
役
人
に
救

わ
れ
た
。
そ
の
後
幾
つ
か
の
官
職
を
歴
任
す
る
一
方
で
、

恵
林
寺
に
身
を
寄
せ
、
極
め
て
節
制
し
た
生
活
を
送
っ

た
、
と
。
蘇
軾
「
僧
圓
澤
傳
」
に
は
前
半
部
に
関
わ
る
記

述
は
見
え
な
い
が
、
李
源
が
史
書
の
記
述
通
り
八
歳
か
ら

八
年
ほ
ど
流
浪
し
た
と
す
れ
ば
、
恵
林
寺
に
身
を
寄
せ
た

時
期
は
蘇
軾
「
僧
圓
澤
傳
」
の
設
定
と
殆
ど
変
わ
ら
な
い

年
齢
だ
っ
た
こ
と
に
な
る
か
。

 

（
本
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